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一
、
は
じ
め
に

　
高
麗
（
九
一
八
―
一
三
九
二
年
）
の
古
文
書（

1
（

に
関
わ
る
研
究
の
起

点
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
高
麗
の
古

文
書
に
注
目
し
た
の
は
、
そ
の
文
面
に
み
え
る
吏
読
（
漢
字
に
よ
る

朝
鮮
語
表
記
法
）
や
俗
漢
文
（
朝
鮮
式
漢
文
）
に
関
心
を
よ
せ
た

研
究
者
で
あ
っ
た
［
鮎
貝
一
九
七
二
：
五
九
四
―
六
六
〇
、
小
倉

一
九
七
四
：
二
七
一
―
四
九
六
］。
そ
の
後
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、

高
麗
の
古
文
書
に
関
す
る
論
文
が
散
発
的
に
発
表
さ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
大
部
分
が
簡
単
な
史
料
紹
介
や
釈
読
、
文
書
に
み
え
る
吏
読

を
分
析
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
［
許
一
九
七
六
：
五
一
―
五
五
、

洪
一
九
七
六
、
任
一
九
七
一
、
南
一
九
七
四
、
朴
秉
濠
一
九
九
六
］。

高
麗
の
古
文
書
に
対
し
て
歴
史
学
研
究
者
に
よ
る
本
格
的
な
検
討
が

は
じ
ま
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
を
前
後
す
る
時
期
以
降
の
こ
と
で
あ

る
［
木
下
一
九
九
三
、
張
一
九
八
一
］。
な
か
で
も
、
李
基
白
は
当

時
確
認
さ
れ
て
い
た
古
文
書
の
事
例
を
可
能
な
か
ぎ
り
集
め
た
資

料
集
を
刊
行
し
［
李
基
白
一
九
九
三
］、
ま
た
許
興
植
は
個
々
の
文

書
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
性
格
と
内
容
を
細
か
く
論
じ
て
お
り
［
許

報
告
三

　
高
麗
の
国
家
体
制
と
公
文
書

　
　

川
　
西
　
裕
　
也

キ
ー
ワ
ー
ド

　
朝
鮮
史
学
　
古
文
書
学
　
高
麗
　
公
文
書
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一
九
八
八
］、
高
麗
の
古
文
書
を
体
系
的
に
考
察
す
る
た
め
の
礎
を

築
い
た
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　
高
麗
の
古
文
書
研
究
に
画
期
を
な
す
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
、
盧
明

鎬
ら
が
編
纂
し
た
『
韓
国
古
代
中
世
古
文
書
研
究
』
上
・
下
巻
の
出

版
で
あ
ろ
う
［
盧
明
鎬
他
二
〇
〇
〇
ａ
・
ｂ
］。
上
巻
は
、
原
文
書

と
写
し
と
を
問
わ
ず
、
高
麗
の
古
文
書
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
丁
寧

な
翻
刻
と
詳
細
な
釈
文
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
巻

は
、
高
麗
の
古
文
書
に
関
わ
る
論
文
集
で
あ
り
、
高
い
水
準
の
研
究

論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。こ
の
盧
明
鎬
ら
の
業
績
を
基
礎
と
し
て
、

高
麗
古
文
書
学
は
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
現
在

で
は
、
あ
ら
た
な
文
書
事
例
が
発
掘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
点
一
点

の
文
書
に
着
目
し
、
文
書
の
形
式
・
機
能
と
そ
の
変
遷
経
緯
を
詳
細

に
考
察
し
た
研
究
が
現
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
高
麗
の
古
文
書
の
う
ち
、
比
較
的
活
発
に
研
究
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
公
文
書
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
概
観
を
試
み
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
公
文
書
は
、
国
王
が
発
給
主
体
と
な
る
国
王
文
書

と
、
官
府
・
官
僚
が
発
給
主
体
と
な
る
官
文
書
と
に
大
き
く
二
分
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
高
麗
の
公
文
書
に
つ
い
て
、
日
本
語

で
書
か
れ
た
論
文
は
そ
も
そ
も
数
が
非
常
に
少
な
く（

2
（

、
朝
鮮
語
で
発

表
さ
れ
た
論
文
で
あ
っ
て
も
、
高
麗
全
時
期
を
通
じ
た
概
説
は
ほ
と

ん
ど
存
在
し
な
い（

3
（

。
現
状
に
お
い
て
、
高
麗
の
公
文
書
の
大
要
を
把

握
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
今
後
、
多
国
間

に
お
け
る
文
書
の
比
較
研
究
を
本
格
的
に
す
す
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

関
連
研
究
者
間
で
高
麗
の
公
文
書
に
関
す
る
基
本
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
は
緊
要
な
課
題
と
な
る
と
考
え
る
。
本
稿
が
高
麗
の
公
文
書
の

通
時
的
概
説
を
試
み
よ
う
と
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
先
行
研
究
に
大
き
く
依
拠
し
つ
つ
、
時
期
別
に
高
麗

の
公
文
書
の
形
式
と
特
徴
を
述
べ
、
ま
た
公
文
書
制
度
を
支
え
た
当

時
の
国
家
体
制
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
、
高
麗

の
公
文
書
の
事
例
数
は
少
な
く
、
公
文
書
に
関
す
る
研
究
蓄
積
も
十

分
と
は
い
え
な
い
た
め
、
現
段
階
で
体
系
的
・
構
造
的
な
叙
述
を
お

こ
な
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
個
々
の
文
書

の
簡
単
な
紹
介
と
、
高
麗
の
公
文
書
に
関
す
る
き
わ
め
て
大
雑
把
な

概
要
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し

て
お
き
た
い
。

　
な
お
、
各
文
書
名
の
つ
け
方
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る

が
、『
韓
国
古
代
中
世
古
文
書
研
究
』
上
巻
に
掲
載
分
の
文
書
に
つ

い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
同
書
の
文
書
名
に
し
た
が
う
こ
と
と
し
た
。

二
、
事
元
前
に
お
け
る
高
麗
の
国
家
体
制
と
公
文
書

　
一
二
三
一
年
（
高
宗
一
八
）、
高
麗
は
モ
ン
ゴ
ル
（
後
の
元
）
の

侵
攻
を
こ
う
む
り
、
そ
の
後
約
三
〇
年
に
わ
た
る
抵
抗
の
す
え
、

一
二
六
〇
年
（
元
宗
元
）、
モ
ン
ゴ
ル
に
藩
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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こ
の
「
事
元
」（
元
に
事つ
か

え
る
）
以
降
、
高
麗
の
国
家
体
制
は
大
き

な
変
動
を
む
か
え
る
が
、
本
章
で
は
ま
ず
、
事
元
前
に
お
け
る
高
麗

（
一
〇
世
紀
初
―
一
三
世
紀
半
ば
）
の
国
家
体
制
と
公
文
書
の
有
り

様
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
高
麗
は
、一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
後
半
に
か
け
、唐
・
宋
の「
三

省
六
部
」
制
を
下
敷
き
と
し
、
こ
れ
に
独
自
性
を
加
え
た
中
央
行
政

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
官
府
・
官
職
の
名
称
も
唐
・
宋
の

そ
れ
を
多
く
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
国
王
の
自
称
を
「
朕
」、
国
王

の
命
令
を
「
詔
」、
臣
下
か
ら
国
王
へ
の
言
上
を
「
奏
」
と
称
す
る

な
ど
、
国
王
に
対
し
て
皇
帝
格
の
名
称
が
使
用
さ
れ
た
。
当
時
、
高

麗
国
王
は
中
国
諸
王
朝
（
宋
・
遼
・
金
）
に
冊
封
さ
れ
、
中
国
皇
帝

に
対
し
て
事
大
外
交
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
高
麗
国
内
の
礼
制
や

官
僚
制
度
は
、
お
お
む
ね
皇
帝
の
格
式
に
よ
り
つ
つ
整
備
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る（

（
（

。
宗
主
国
で
あ
る
宋
・
遼
・
金
な
ど
も
、
こ
う
し
た
高

麗
の
国
内
に
お
け
る
「
僭
擬
」（
身
分
を
越
え
て
上
位
者
を
ま
ね
る

こ
と
）
を
ほ
ぼ
黙
認
し
て
い
た
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
後
の
元
・
明
・

清
の
よ
う
な
他
を
圧
す
る
強
大
な
帝
国
が
存
在
せ
ず
、
高
麗
の
国
家

的
位
相
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
国
際
情
勢
が

あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
国
王
文
書

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
事
元
前
の
高
麗
の
国
王
文
書
か
ら
み
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。
現
存
す
る
当
時
の
国
王
文
書
は
わ
ず
か
二
点
に
す
ぎ

な
い
（
そ
の
ほ
か
、
典
籍
に
載
録
さ
れ
た
文
書
が
一
点
あ
る
）。
そ

の
う
ち
の
一
点
が
【
史
料
1
】
と
し
て
掲
げ
た
「
張
良
守
及
第
牒
」

で
あ
る
［
盧
明
鎬
他
二
〇
〇
〇
ａ
：
五
四
］。
な
お
、
引
用
史
料
中

に
お
け
る
句
読
点
や
括
弧
な
ど
の
各
種
記
号
は
筆
者
に
よ
る
。（
　
）

は
補
注
、〔
　
〕
は
史
料
の
原
注
、
□
は
判
読
不
能
な
箇
所
を
意
味

す
る
。
ま
た
、
原
文
書
が
現
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
行
番
号
を
付

し
た
。
以
下
同
。

【
史
料
1
】「
張
良
守
及
第
牒
」

　
　
　
　
　
…
…
（
前
欠（

（
（

）
…
…

01
　
教
、
可
丙
科

02
　
　
及
第
、
牒
至
准

03
　
教
、
故
牒
、

0（
　
泰
和
五
年
乙
丑
四
月
日
、
牒
、

0（
　
金
紫
光
禄
大
夫
参
知
政
事
太
子
少
傅
王

06
　
門
下
侍
郎
平
章
事
宝
文
閣
太
学
士
同
修
国
史
柱
国
判
戸
部
事

任

07
　
門
下
侍
郎
同
中
書
門
下
平
章
事
吏
部
尚
書
上
柱
国
上
将
軍
判

兵
部
御
史
台
事
崔

08
　
門
下
侍
郎
同
中
書
門
下
平
章
事
上
柱
国
上
将
軍
監
修
国
史
判
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礼
部
事
奇

09
　
門
下
侍
郎
同
中
書
門
下
平
章
事
修
文
殿
太
学
士
監
修
国
史
上

柱
国
判
吏
部
事
崔
（
押
）

　
本
文
書
は
、
一
二
〇
五
年
（
熙
宗
元
）、
王
の
意
を
う
け
た
中
書

門
下
（
宰
相
府
）
が
張
良
守
な
る
人
物
に
発
給
し
た
科
挙
及
第
証

で
あ
る
［
沈
二
〇
一
〇
、
朴
宰
佑
二
〇
一
〇
、
朴
龍
雲
一
九
九
〇
］。

前
半
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
残
存
部
分
か
ら
本
文
書
は
、
張
良
守

を
丙
科
及
第
と
す
る
と
い
う
国
王
の
命
令
「
教
」
を
中
書
門
下
が
奉

じ
、
中
書
門
下
所
属
の
宰
相
が
署
名
を
つ
ら
ね
て
、
下
行
文
書
「
牒
」

の
形
式
で
発
給
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
本
文
書
の
書
式
が
唐
の
皇
帝
文
書
の
一
種
で
あ

る
「
勅
牒
」
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
中
村
裕

一
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
唐
代
の
勅
牒
式
を
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り

で
あ
る
［
中
村
二
〇
〇
三
：
一
六
〇
］。

【
史
料
2
】「
唐
代
勅
牒
式
」

中
書
門
下
　
牒
某

牒
、
奉
勅
、
云
云
、
牒
至
准
勅
、
故
牒
、

　
　
　
　
　
年
月
日
　
牒
、

　
　
　
　
　
　
　
宰
相
具
官
姓
名

　
中
書
門
下
が
皇
帝
の
命
令
「
勅
」
を
奉
じ
て
下
行
文
書
「
牒
」
を

発
給
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
文
書
末
尾
に
宰
相
が
署
名
を
加
え

て
い
る
。
こ
の
「
唐
代
勅
牒
式
」
と
「
張
良
守
及
第
牒
」
の
書
式
を

比
較
す
る
と
、
前
者
に
お
け
る
「
勅
」
字
が
、
後
者
で
は
「
教
」
字

と
な
っ
て
い
る
点
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
高
麗
が

「
勅
」
字
を
「
教
」
字
に
お
き
か
え
て
使
用
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、

矢
木
毅
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
［
矢
木

二
〇
〇
八
ａ
：
四
九
一
―
五
〇
〇
］。

　
高
麗
で
は
、建
国
後
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、「
詔
」「
制
」「
勅
」
な
ど
、

本
来
、
皇
帝
の
み
が
使
用
し
う
る
語
を
国
王
の
命
令
語
と
し
て
用
い

て
い
た
。
し
か
し
、
一
〇
世
紀
後
半
、
高
麗
が
宋
の
冊
封
を
う
け
る

と
、
宋
に
対
す
る
「
事
大
」
の
礼
を
正
す
た
め
、
国
王
の
命
令
語
を
、

中
国
の
礼
制
に
お
い
て
諸
侯
が
用
い
る
語
で
あ
る
「
教
」
へ
と
改
め

た
。
そ
の
後
、
夷
狄
視
し
て
い
た
契
丹
（
遼
）
に
よ
っ
て
強
引
に
藩

属
を
せ
ま
ら
れ
る
と
、
藩
属
に
よ
っ
て
失
墜
し
た
国
王
の
権
威
を
回

復
す
る
た
め
、
高
麗
は
ふ
た
た
び
皇
帝
の
礼
制
を
用
い
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
、
国
王
の
命
令
語
と
し
て
「
制
」
や
「
詔
」
な
ど

の
使
用
が
再
開
さ
れ
た
が
、「
勅
」
に
限
っ
て
は
改
め
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
依
然
と
し
て
「
教
」
が
使
用
さ
れ
つ
づ
け
た
。
そ
の
理
由
は

明
ら
か
で
な
い
が（

6
（

、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
麗
で
は
「
教
」
字
が
「
勅
」

字
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
唐
代
勅
牒

式
」
と
酷
似
す
る
「
張
良
守
及
第
牒
」
に
「
教
」
字
が
使
用
さ
れ
て
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い
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、現
存
す
る
事
元
前
の
国
王
文
書
の
う
ち
、も
う
一
点
が
【
史

料
3
】
と
し
て
掲
げ
た
「
慧
諶
告
身
」
で
あ
る
。
本
文
書
の
か
な
り

の
部
分
が
破
損
し
て
い
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
後
代
の
典
籍
に
写
し

が
転
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
欠
落
箇
所
を
あ
る
程
度
補
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
［
盧
明
鎬
他
二
〇
〇
〇
ａ
：
五
七
―
六
〇
］。

【
史
料
3
】「
慧
諶
告
身
」

01
　
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
（
＝
門
下
、
秦
后
尊
羅
什
之
説

法
、
奉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
（
中
略
）
…
…

22
　
主
者
施
行
、

23
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
祐
四
年
正
月
　
　
　
日

2（
　
□
□
（
＝
金
紫
）
光
禄
大
夫
門
下
侍
郎
同
中
書
門
下
平
章
事

修
文
殿
大
学
士
監
修
国
史
判
兵
部
事
臣
崔
（
署
）

2（
　
朝
散
大
夫
尚
書
兵
部
侍
郎
充
史
館
修
撰
官
知
制
誥
臣
李（
署
）

26
　
門
下
侍
郎
平
章
事

27
　
　
　
給
事
中
玄
（
署
）、　
　
等
□
（
＝
言
）、

28
　
制
書
如
右
、
請
奉

29
　
制
附
外
施
行
、
謹
言
、

30
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
祐
四
年
正
月
　
　
　
日

31
　
　
　
制
可
、

32
　
□
（
＝
礼
）
部
尚
書

33
　
□
（
＝
礼
）
部
侍
郎

3（
　
□
（
＝
尚
）
書
左
丞

3（
　
告
大
禅
師
、
奉
被

36
　
制
書
如
右
、
符
到
奉
行
、

37
　
　
　
礼
部
郎
中

38
　
　
　
　
　
　
　
主
事
朴
□

39
　
　
　
　
　
　
　
令
史
韓
□

（0
　
　
　
　
　
　
　
書
令
史
黄
□

（1
　
　
　
　
　
乙マ

マ亥
九
月
十
三
日
下
□

　「
慧
諶
告
身
」
は
、
一
二
一
六
年
（
高
宗
三
）
頃
、
僧
の
慧
諶
を

大
禅
師
と
い
う
僧
職
に
任
じ
た
文
書
で
あ
る
［
張
一
九
八
一
、
矢
木

二
〇
〇
八
ｂ
、
梁
二
〇
〇
四
］。
そ
の
文
面
か
ら
う
か
が
え
る
本
文

書
の
発
給
ま
で
の
経
緯
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

ま
ず
、
王
命
の
撰
述
を
つ
か
さ
ど
る
知
制
誥
が
制
詞
（
王
命
の
趣
意

書
）
を
起
草
し
た
（
01
―
2（
行
）。
そ
の
内
容
は
、
国
王
が
慧
諶
の

高
い
功
徳
を
た
た
え
、
彼
を
大
禅
師
に
任
命
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
つ
い
で
、
門
下
省
が
そ
の
任
命
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
審
査

を
お
こ
な
っ
た
が
、
と
く
に
問
題
が
な
い
と
判
断
し
、
王
命
を
施
行

す
る
よ
う
国
王
に
請
願
し
た
と
こ
ろ
（
26
―
30
行
）、
国
王
は
そ
の

請
願
を
「
可
」
と
し
た
（
31
行
）。
こ
れ
を
う
け
、
僧
政
を
つ
か
さ
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ど
る
礼
部
が
、
下
行
文
書
「
符
」
の
形
式
に
よ
っ
て
本
文
書
を
慧
諶

に
発
給
し
た
の
で
あ
る
（
32
―
（1
行
）。

　「
慧
諶
告
身
」
の
書
式
は
、
唐
・
宋
に
お
い
て
、
皇
帝
が
高
官

を
任
命
す
る
際
に
下
す
「
制
授
告
身
」
の
書
式
と
酷
似
し
て
い
る

［
仁
井
田
一
九
三
三
：
五
五
九
―
五
六
三
、
仁
井
田
著
・
池
田
編

一
九
九
七
：
七
一
四
―
七
一
五
］。

【
史
料
（
】「
唐
代
制
授
告
身
式
」

門
下
具
官
封
姓
名
〔
応
不
称
姓
者
、
依
別
制
、
冊
書
亦
准
此
〕、

徳
行
庸
勲
、
云
云
、
可
某
官
〔
若
有
勲
官
封
、
及
別
兼
帯
者
、

云
某
官
及
勲
官
封
如
故
、
其
非
貶
責
、
漏
不
言
勲
封
者
、
同
銜

授
法
〕、
主
者
施
行
〔
若
制
授
人
数
多
者
、
並
於
制
書
之
前
名
、

歴
名
件
授
〕、

　
　
　
　
年
月
日
、

　
　
　
　
　
　
　
中
書
令
具
官
封
臣
姓
名
宣
、

　
　
　
　
　
　
　
中
書
侍
郎
具
官
封
臣
姓
名
奉
、

　
　
　
　
　
　
　
中
書
舎
人
具
官
封
臣
姓
名
行
、

侍
中
具
官
封
臣
名
、

黄
門
侍
郎
具
官
封
臣
名
、

給
事
中
具
官
封
臣
名
　
　
　
等
言
、

制
書
如
右
、
請
奉

制
付
外
施
行
、
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
年
月
日
、

制
可
、

　
　
　
　
　
　
　
月
日
、
都
事
姓
名
受
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
司
郎
中
付
某
司
、

左
丞
相
具
官
封
名
、

右
丞
相
具
官
封
名
、

吏
部
尚
書
具
官
封
名
、

吏
部
侍
郎
具
官
封
名
、

吏
部
侍
郎
具
官
封
名
、

左
丞
具
官
封
名
〔
其
武
官
、
則
右
丞
署
、
若
左
右
丞
内
一
人
無
、

仍
見
在
者
通
署
〕

告
具
官
封
姓
名
、
奉
被

制
書
如
右
、
符
到
奉
行
、

　
　
　
　
　
　
　
　
主
事
姓
名

吏
部
郎
中
具
官
封
名
、　  

令
史
姓
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
令
史
姓
名
、

　
　
　
年
月
日
下
、

　
右
制
授
告
身
式
、
其
余
司
応
授
官
爵
者
准
此
、

　「
唐
代
制
授
告
身
式
」
で
は
、
中
書
省
が
制
詞
を
起
草
し
、
門
下

省
が
そ
の
妥
当
性
を
審
議
し
、最
終
的
に
吏
部
か
ら
下
行
文
書
「
符
」

の
形
式
で
文
書
が
被
任
命
者
に
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

方
、「
慧
諶
告
身
」
に
お
い
て
は
、
起
草
は
知
制
誥
、
審
査
は
門
下
省
、

「
符
」
の
発
給
は
礼
部
が
担
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
高
麗

で
は
知
制
誥
が
王
命
の
起
草
を
お
こ
な
う
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
「
慧

諶
告
身
」
は
、
僧
の
任
命
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
た
め
、
吏
部
で
は

な
く
礼
部
が
発
給
実
務
を
う
け
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
両
文
書
の
発
給
経
路
に
は
若
干
の
差
異
が
み
え
る
が
、「
慧

諶
告
身
」
が
「
唐
代
制
授
告
身
式
」
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、『
三
国
史
記
』（
一
一
四
五
年
）や『
東
文
選
』（
一
四
七
八

年
）
な
ど
の
典
籍
に
は
、「
冊
書
」
や
「
制
書
」、「
教
書
」（
皇
帝
文

書
「
勅
書
」
の
「
勅
」
字
を
「
教
」
字
に
改
変
し
た
文
書
）
な
ど
と

い
っ
た
国
王
文
書
の
制
詞
部
分
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。「
冊
書
」「
制

書
」「
勅
書
」
は
、
本
来
、
皇
帝
の
み
が
使
用
し
う
る
文
書
形
式
で

あ
っ
た
が
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
当
時
の
高
麗
で
は
君
主
が
皇
帝

に
擬
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
文
書
形
式
が
用
い
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
高
麗
の
国
王
文
書
の

形
式
や
機
能
は
、
唐
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
を
強
く
う
け
た
宋
の
皇

帝
文
書
に
多
分
に
な
ら
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

（
二
）
官
文
書

　
次
に
、
事
元
前
に
お
け
る
高
麗
の
官
文
書
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。
当
時
の
官
文
書
は
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

金
石
文
や
典
籍
な
ど
に
官
文
書
が
転
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
二
〇
世
紀
初
、
朝
鮮
総
督
府
が
各
地
の
寺
院
に
保
管
さ

れ
て
い
た
各
種
史
料
を
調
査
し
、編
輯
・
刊
行
し
た『
朝
鮮
寺
刹
史
料
』

に
は
、
高
麗
の
官
文
書
で
あ
る
「
長
城
監
務
官
貼
」
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
本
文
を
掲
げ
れ
ば
【
史
料
（
】
の
と
お
り
で
あ
る
［
朝

鮮
総
督
府
編
一
九
一
一
：
一
七
七
―
一
七
九
、
盧
明
鎬
他
二
〇
〇
〇

ａ
：
三
六
五
―
三
六
八
］。
な
お
、
引
用
史
料
中
の
傍
線
部
を
引
い

た
箇
所
は
、「
吏
読
」、
す
な
わ
ち
漢
字
を
借
り
た
朝
鮮
語
表
記
法
で

あ
る
。
以
下
同
。

【
史
料
（
】「
長
城
監
務
官
貼
」

監
務
官
貼
　
長
城
郡
司
、　
当
司
准
僧
録
司
史
椿
潁
丁
巳
十
一

月
日
貼
、
同
郡
監
務
兼
勧
農
使
将
仕
郎
尚
衣
直
長
宋
某
丙
辰

十
月
日
名
状
、
申
省
、　
当
司
准
僧
録
司
僧
史
仁
叙
九
月
日

貼
、
…
…
（
中
略
）
…
…
任
内
同
郡
戸
長
徐
純
仁
等
丙
辰
十
月

報
状
内
為（
言
う
に
（

乎
矣
、
…
…
（
中
略
）
…
…
貼
内
思
乙（
を
も
っ
て
（

用
良
、
村

伏
公
案
良（

に

（中
、
法
孫
伝
継
施
行
為（
し
て
（遣

、
由
報
為（
し
た
旨
を
（

在
味
、
出
納

為（
す
る
こ
と
（

臥
乎
事
、
右
事
湏
（
＝
須
）
貼
、

戊
午
三
月
二
十
三
日

　
本
文
書
は
、
一
一
九
八
年
（
神
宗
元
）、
監
務
官
（
地
方
官
）
が
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長
城
郡
司
（
地
方
官
府
）
に
対
し
、
そ
の
管
轄
下
に
あ
る
寺
院

の
帰
属
処
分
を
命
じ
た
文
書
で
あ
る
［
許
一
九
八
八
：
一
五
五

―
一
六
九
、
安
田
二
〇
〇
二
、
李
喆
洙
一
九
九
七
、
李
炳
熙

一
九
九
七
］。
本
文
書
の
特
徴
的
な
点
は
、
吏
読
を
用
い
て
朝
鮮
語

の
構
文
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
朝
鮮
語
の
構
文

は
日
本
語
と
酷
似
す
る
）。
ま
た
、
他
官
か
ら
発
給
さ
れ
た
文
書
を

入
れ
子
式
に
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
書
の
発
給
元
を
明
示
し
、
か

つ
内
容
を
正
確
に
引
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
正
格
漢
文
で
書
か
れ

た
国
王
文
書
に
く
ら
べ
、
一
見
、
雑
駁
な
印
象
を
あ
た
え
る
が
、
文

書
が
複
雑
に
行
き
来
す
る
官
府
・
官
僚
間
の
意
思
伝
達
に
お
い
て
誤

解
・
誤
読
の
余
地
が
生
じ
な
い
よ
う
、
こ
う
し
た
文
体
の
文
書
が
使

用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
長
城
監
務
官
貼
」
の
本
文
を
み
て
み
る
と
、
監
務
官
が
長
城
郡

司
に
対
し
て
「
貼
」（
貼
す
）
と
は
じ
ま
り
、「
右
事
須
貼
」（
右
の

事
須
く
貼
す
べ
し
）
と
結
句
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
文
書

が
ど
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
か
を
示
す
定
型
表
現
で
あ
る（

7
（

。
こ
の

「
貼
」
と
い
う
語
か
ら
、
本
文
書
は
「
貼
」
と
い
う
形
式
を
そ
な
え

た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
貼
」
と
い
う
文
書
形
式
は
、
中

国
諸
王
朝
に
は
確
認
さ
れ
ず
、
高
麗
独
自
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
語
源
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
本
文
書
に
は
、
長
城

郡
の
監
務
官
宋
某
や
戸
長
徐
純
仁
等
が
上
級
官
府
に
上
申
し
た
文
書

と
し
て
「
状
」
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
当
時
、
上
行
の
官
文
書
と
し

て
「
状
」
と
い
う
形
式
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　「
貼
」
や
「
状
」
と
い
う
文
書
形
式
の
語
は
、
年
代
記
や
文
集
な

ど
の
史
料
に
も
し
ば
し
ば
み
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で

は
、
当
時
の
高
麗
に
お
い
て
、
官
府
・
官
僚
間
の
上
行
文
書
と
し
て

「
状
」、
平
行
・
下
行
文
書
と
し
て
「
貼
」
の
み
が
使
用
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る［
朴
宰
佑
二
〇
〇
八
：
一
四（

8
（

］。
唐
や
宋
に
お
い
て
は
、

多
種
の
形
式
の
官
文
書
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
形
式

は
官
府
・
官
僚
間
の
統
属
関
係
の
有
無
に
よ
っ
て
使
用
範
囲
が
細
か

く
規
定
さ
れ
て
い
た
が（

9
（

、
高
麗
で
は
、
そ
の
よ
う
な
錯
雑
と
し
た
官

文
書
の
体
系
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
貼
」
や
「
状
」
以
外
の
官
文
書
の
存
在
が
史

料
上
に
う
か
が
え
る
た
め
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
主
張
に
軽
々

と
賛
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、「
通
度
寺
国
長
生
石
標
」

と
い
う
碑
文
に
は
、
一
〇
八
五
年
（
宣
宗
二
）
に
戸
部
が
発
給
し
た

下
行
文
書
「
牒
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
［
稲
葉
一
九
三
六
：
七
七
―

七
八
、
許
一
九
八
四
：
五
二
六
―
五
二
八
］。
ま
た
、
先
に
あ
げ
た

「
張
良
守
及
第
牒
」（【
史
料
1
】）
や
「
慧
諶
告
身
」（【
史
料
3
】）
は
、

国
王
文
書
の
一
種
で
あ
る
が
、最
終
的
に
下
行
文
書
「
牒
」
や
「
符
」

の
形
式
に
よ
っ
て
官
府
か
ら
発
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、

官
府
・
官
僚
間
の
文
書
形
式
と
し
て
、「
牒
」
や
「
符
」
が
存
在
し

た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
例
で
あ
ろ
う（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
官
文
書
と
し

て
「
貼
」
と
「
状
」
の
み
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
先
行
研
究
の
見
解
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に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
史
料
上
に
確
認
さ
れ
る
官
文
書
の
事
例
は
「
貼
」
や

「
状
」
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
た
め
、「
貼
」
や
「
状
」
こ
そ
が
、

事
元
前
の
高
麗
に
お
い
て
主
と
し
て
使
用
さ
れ
た
官
文
書
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
事
元
前
の
高
麗
に
お
け
る
官
文
書
の
体
系
は
、
史
料
の
不
足
か
ら

明
ら
か
で
な
い
部
分
が
多
い
。
詳
細
な
検
討
は
他
日
を
期
す
こ
と
に

し
た
い
。

（
三
）
小
結

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
事
元
前
の
高
麗
に
お
け
る
国
王
文
書
は
、

か
な
り
の
程
度
、
唐
・
宋
の
皇
帝
文
書
の
体
系
・
形
式
を
踏
襲
し
て

い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
任
命
文
書
や
科
挙
及
第
証
な
ど
の
国
王

文
書
に
は
、
権
威
付
け
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
唐
・
宋
の
皇
帝

文
書
に
な
ら
っ
て
、
そ
の
体
系
・
形
式
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
唐
・
宋
の
皇
帝
文
書
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
の
で
は
な
く
、

「
勅
」
字
を
「
教
」
字
に
改
変
す
る
な
ど
の
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
一
方
、
官
文
書
と
し
て
は
、
吏
読
で
書
か
れ
た
「
貼
」
と
「
状
」

が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
体
系
・
形
式
に
は
高
麗
の

独
自
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
官
文
書
は
何
よ
り
も
実
用
性

が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
唐
・
宋
の
官
文
書
の
体
系
・
形
式
に
強
い
て

な
ら
う
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
、
事
元
期
・
高
麗
末
期
に
お
け
る
高
麗
の
国
家
体
制
と
公
文
書

　
一
三
世
紀
半
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
に
藩
属
し
て
よ
り
後
、
高
麗
の
歴
代

王
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
公
主
を
め
と
っ
て
元
皇
室
の
駙グ
レ
ゲ
ン馬
（
娘
婿
）
と

な
り
、
ま
た
、
元
の
地
方
行
政
機
関
で
あ
る
征
東
行
省
の
丞
相
（
長

官
）
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
高
麗
歴
代

の
王
位
継
承
者
は
、
元
の
宮
廷
に
お
い
て
皇
帝
直
属
の
親
衛
隊
で
あ

る
怯ケ
シ
ク薛

の
一
員
と
し
て
養
育
さ
れ
た
。
高
麗
は
元
に
お
け
る
地
方
分

権
勢
力
（「
高
麗
王
位
下
」）
と
し
て
形
式
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
元

か
ら
甚
大
な
政
治
・
社
会
・
文
化
的
影
響
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
［
森
平
二
〇
一
三
ａ
］。

　
高
麗
は
元
に
対
す
る
僭
擬
を
避
け
る
た
め
、
一
二
七
五
年
（
忠
烈

王
元
）
頃
ま
で
に
、
王
命
の
語
「
聖
旨
」
を
「
宣
旨
」、
王
位
継
承

者
の
称
号
「
太
子
」
を
「
世
子
」
と
自
主
的
に
改
め
た
。
ま
た
、
官

府
・
官
職
制
度
を
大
幅
に
再
編
し
、
そ
れ
ら
の
名
称
の
う
ち
、
元
と

同
一
の
も
の
を
改
称
し
た
。
し
か
し
、
一
二
七
六
年
（
忠
烈
王
二
）、

高
麗
に
駐
屯
し
て
内
政
に
干
渉
を
加
え
て
い
た
元
の
達ダ

ル

ガ

チ

魯
花
赤
（
監

督
官
）
が
、
高
麗
国
内
で
用
い
ら
れ
て
い
た
王
に
関
わ
る
称
号
が
元

の
皇
帝
に
対
し
て
僭
擬
で
あ
る
と
難
詰
す
る
事
態
が
生
じ
た
。
こ
れ
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を
う
け
て
、高
麗
で
は
、王
命
「
宣
旨
」
を
「
王
旨
」、王
の
自
称
「
朕
」

を
「
孤
」、恩
赦
の
語
「
赦
」
を
「
宥
」、臣
下
か
ら
王
へ
の
言
上
「
奏
」

を
「
呈
」
と
改
称
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

事
元
期
に
お
け
る
高
麗
国
王
の
位
相
は
、
皇
帝
格
か
ら
諸
侯
格
へ
と

強
制
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
後
、
高
麗
末
期
（
一
四
世
紀
後
半
）
に
い
た
る
と
、
中
国
で

紅
巾
軍
の
反
乱
が
お
こ
り
元
の
支
配
が
大
き
く
動
揺
し
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
元
の
高
麗
へ
の
影
響
力
も
弱
化
し
は
じ
め
た
。こ
の
時
期
、

高
麗
は
元
の
覇
権
か
ら
の
離
脱
を
は
か
り
、
官
府
・
官
職
の
名
称
や

礼
制
の
一
部
を
事
元
前
の
も
の
へ
と
復
帰
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
高
麗
の
あ
ら
た
な
体
制
は
、
国
内
外
で
政
変
が
あ
い
つ
い

だ
た
め
に
安
定
せ
ず
、
旧
制
へ
も
ど
さ
れ
た
官
府
・
官
職
の
名
称
や

礼
制
も
再
変
更
を
繰
り
返
し
た
。

　
高
麗
末
期
に
お
い
て
は
、
朱
子
学
を
信
奉
す
る
新
興
士
大
夫
層
が

成
長
し
、
大
規
模
な
土
地
集
積
を
お
こ
な
っ
て
い
た
権
勢
家
に
対
す

る
批
判
を
強
め
、
政
治
改
革
を
強
硬
に
主
張
し
た
。
ま
た
、
紅
巾
軍

や
倭
寇
の
高
麗
へ
の
侵
入
が
あ
い
つ
ぎ
、
さ
ら
に
、
元
を
中
華
地

域
か
ら
退
去
さ
せ
た
明
が
高
麗
へ
の
政
治
的
影
響
を
強
め
て
い
っ

た
。
高
麗
は
、
こ
う
し
た
国
内
外
の
情
勢
の
劇
変
に
抗
し
き
れ
ず
、

一
三
九
二
年
（
恭
譲
王
四
）、
武
臣
と
し
て
勢
力
を
蓄
え
て
い
た
李

成
桂
（
朝
鮮
太
祖
）
に
王
位
を
譲
渡
し
て
滅
亡
を
む
か
え
た
の
で
あ

っ
た
。

（
一
）
国
王
文
書

　
事
元
期
の
高
麗
の
国
王
文
書
は
、
現
存
す
る
も
の
が
六
点
、
典
籍
・

族
譜
な
ど
に
移
録
さ
れ
た
写
し
が
数
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
国
王
文
書
は
大
き
く
、
①
高
麗
独
自
の
も
の
、
②
元
の
影
響
を
う

け
た
も
の
、
と
い
う
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
高
麗
独
自
の
国
王
文
書
か
ら
み
て
い
こ
う
。
一
二
八
一
年

（
忠
烈
王
七
）
頃
に
発
給
さ
れ
た
「
修
禅
社
乃
老
宣
伝
消
息
」
を
次

に
掲
げ
る
［
盧
明
鎬
他
二
〇
〇
〇
ａ
：
一
九
―
二
〇
］。

【
史
料
6
】「
修
禅
社
乃
老
宣
伝
消
息
」

01
　
至
元
拾
捌
年
閏
捌
月
　
日

02
　
修
禅
社
主
乃
老
所
志
教
（
に
仰
る
に
は
（

矣
、
去
甲
寅
年
分
（
頃
（
、
国
朝
以
（
よ
り
（
誅

03
　
流
員
将
矣

（
の
（

奴
婢
等
乙
（
を
（

、
公
私
分
属
令
（
を
命
じ
ら
れ
た
際
に
（

是
教
是
次
、
同
年
二
月

0（
　
分
（
頃
（

、
主
掌
都
官
以
（
よ
り
（、

教
定
別
監
出
納
乙
（
に
依
拠
し
て
（

拠
為
、
矣
（
私
の
（

出
父
礼
賓

0（
　
卿
梁
宅
椿
亦（

に

（中
、
卒
宰
臣
鄭
晏
婢
世
屯
矣
（
の
（
所
生
婢
古

06
　
次
左
年
四
十
八
矣
（
の
（
身
、
及
右
婢
矣
（
の
（
所
生
等
乙
（
を
（
、
官
文
成
給

教（

な

さ

っ

た

た

め

に

（

等
用
□
（
＝
良
）、

07
　
右
古
次
左
婢
矣
（
の
（

長
所
生
逸
三
奴
矣
（
の
（

身
乙（

は

（良
、
同
生
弟
別
将
梁

弼

08
　
矣
（
の
（
身
亦
（
が
（
、
伝
持
使
用
為（
し
て
（遣
、
出
父
亦（

に

（中
、
賜
給
教
（
な
さ
っ
た
（
是
後

良（
に
こ
そ
（

中
沙
、
□
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09
　
長
為（

し
た
（乎

所
生
奴
巾
三
矣
（
の
（

身
以
（
を
以
て
（、

矣（

私

に

（

亦
中
仰
使（
使
役
さ
せ
た
が
（

内
如
乎
在
乙
、

矣
（
私
が
（
発

10
　
願
修
補
為

（
し
て
（

本
社
安
邀
為（
し
た
（乎

丹
本
大
蔵
宝
良（

に

（中
、
右
巾
三
矣
（
の
（

11
　
身
乙
（
を
（

、
所
生
并
（
と
も
に
（以

、
属
令（

さ

せ

た

の

で

（

是
白
去
乎
在
等
以
、
争
望

為
（
す
る
場
合
が
あ
っ
た
な
ら
ば
（

行
隅
有
去
等
、

12
　
禁
止
為（

し
て
（遣
、
鎮
長
属
社
令
（
さ
せ
る
よ
う
に
な
さ
る
こ
と
（

是
良
於
為
教
、

13
　
　
　
左
承
旨
興
威
衛
上
将
軍
判
司
宰
寺
典
理
司
事
趙
（
署
）

　「
修
禅
社
乃
老
宣
伝
消
息
」
は
、
修
禅
社
（
松
広
寺
）
の
僧
で
あ

る
乃
老
が
、父
か
ら
譲
り
う
け
た
奴
婢
と
そ
の
子
を
契
丹
大
蔵
宝（
契

丹
大
蔵
経
を
管
理
す
る
た
め
に
お
か
れ
た
組
織
）
に
所
属
さ
せ
る
こ

と
を
請
願
し
、
こ
れ
に
対
し
て
王
が
許
諾
す
る
旨
を
つ
た
え
た
文
書

で
あ
る
［
洪
一
九
七
六
、
任
一
九
七
一
、
南
一
九
七
四
］。
本
文
に

は
要
件
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
事
元
前
と
は
異
な
り
、
国
王
文

書
で
あ
り
な
が
ら
、
全
文
が
吏
読
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
点
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
本
文
書
は
、
王
命
の
出
納
を
つ
か
さ
ど
る
密
直

司
か
ら
発
給
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
承
旨
（
密
直
司
所
属
の
官
職
の

ひ
と
つ
）
の
署
名
が
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
は
「
宣
伝
消
息
」

と
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
二
七
五
年
（
忠
烈
王
元
）、
小
事
に

関
わ
る
王
命
を
地
方
に
伝
達
す
る
た
め
、
あ
ら
た
に
生
み
出
さ
れ
た

文
書
形
式
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　
も
う
ひ
と
つ
高
麗
独
自
の
文
書
の
例
と
し
て
「
楊
以
時
紅
牌
」
が

あ
げ
ら
れ
る
［
盧
明
鎬
他
二
〇
〇
〇
ａ
：
八
五
―
八
六
］。

【
史
料
7
】「
楊
以
時
紅
牌
」

01
　
　
　
准

02
　
王
命
、　
　
　
成
均
養
正
斎
生
楊
　
以
時
、

03
　
　
　
賜

0（
　
　
　
　
　
同
進
士
出
身
者
、

0（
　
　
　
　
　
　
　 

至
　
正
　
十
　
五
　
年
　
二
　
月
　
　
日

06
　
　
　
同
知
貢
挙
将
仕
郎
遼
陽
等
処
行
中
書
省
照
磨
奉
翊
大
夫

密
直
使
宝
文
閣
大
提
学
同
知
春
秋
館
事
上
護
軍
安（
押
）

07
　
　
　
知
貢
挙
征
東
行
中
書
省
左
右
司
都
事
三
重
大
匡
益
山
君

李
（
押
）

　「
楊
以
時
紅
牌
」
は
、
一
三
五
五
年
（
恭
愍
王
四
）、
文
官
の
人

事
を
つ
か
さ
ど
る
典
理
司
が
王
命
を
奉
じ
て
楊
以
時
に
発
給
し
た

「
紅
牌
」（
科
挙
及
第
証
）
で
あ
る
［
朴
宰
佑
二
〇
一
〇
、
朴
成
鎬

二
〇
一
二
、
朴
龍
雲
一
九
九
〇
］。「
王
命
に
し
た
が
っ
て
、
成
均
養

正
斎
生
（
国
立
教
育
機
関
で
あ
る
成
均
館
の
学
生
）
の
楊
以
時
に
同

進
士
出
身
（
科
挙
及
第
）
を
賜
う
」
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
、
末
尾

に
科
挙
を
主
管
し
た
知
貢
挙
二
名
の
署
名
が
な
ら
ん
で
い
る
。
本
文

書
を
、
唐
・
宋
制
の
影
響
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
「
張
良

守
及
第
牒
」（【
史
料
1
】）
と
比
較
す
れ
ば
、
お
な
じ
科
挙
及
第
証
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で
あ
り
な
が
ら
、
両
者
は
ま
っ
た
く
異
な
る
書
式
を
有
す
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
右
に
あ
げ
た
「
宣
伝
消
息
」
や
「
紅
牌
」
は
、
唐
・
宋
や
元
の
皇

帝
文
書
に
類
例
を
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
事
元
以
降
、
高
麗
が

独
自
に
創
出
し
た
国
王
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
形
式
の
国

王
文
書
は
朝
鮮
王
朝
（
一
三
九
二
―
一
八
九
七
年
）
の
初
期
に
も
引

き
つ
づ
い
て
使
用
さ
れ
た
。

　
事
元
期
の
国
王
文
書
と
し
て
第
二
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
元
の
影

響
を
う
け
た
文
書
、
す
な
わ
ち
、
高
麗
が
元
の
公
文
書
を
参
考
に
創

出
し
た
と
推
定
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
。
次
に
、
族
譜
に
転
載
さ
れ

た
「
金
汝
盂
功
臣
教
書
」
を
掲
げ
よ
う
［
盧
明
鎬
他
二
〇
〇
〇
ａ
：

三
二
―
三
三
］。

【
史
料
8
】「
金
汝
盂
功
臣
教
書
」

皇
帝
福
蔭
（
＝
廕
）
裏
、
特
進
上
柱
国
開
府
儀
同
三
司
征
東
行

中
書
省
右
丞
相
駙
馬
高
麗
国
王
、
諭
一
等
功
臣
朝
奉
大
夫
試
衛

尉
尹
世
子
右
賛
懐
（
＝
徳
）
金
汝
盂
、自
漢
唐
以
来
、至
于
本
朝
、

臣
下
有
殊
功
茂
烈
、
則
特
賜
丹
巻
（
＝
券
）、
用
示
厚
賞
、
此

乃
有
国
有
家
者
之
通
制
、
所
以
旌
善
勧
後
也
、
然
古
代
君
子
之

功
、
徒
以
辺
境
上
、
対
敵
決
勝
、
或
朝
廷
間
、
制
度
定
策
之
功

耳
、
越
辛
未
歳
、
寡
人
為
安
社
稷
、
入
侍
天
朝
、
備
嘗
険
阻
之
時
、

爾
国
耳
忘
家
、
勤
労
随
従
、
至
于
四
年
、
終
始
一
心
、
又
輔
導

寡
人
、
請
婚
天
戚
、
復
整
三
韓
、
流
栄
万
国
、
式
至
今
日
之
休
、

朕
嘉
其
功
、
記
其
労
、
賜
以
丹
巻
（
＝
券
）、
仍
給
田
丁
奴
婢
、

粗
答
忠
誠
、
然
而
功
大
賞
微
、
常
有
歉
然
之
意
、
謹
聞
上
国
賞

賚
功
臣
之
制
、
容
有
犯
禁
、
不
加
於
法
、
雖
至
九
犯
、
終
不
之
罪
、

及
至
十
犯
、
不
得
已
論
之
、
至
於
子
孫
亦
如
之
、
今
欲
循
上
国

之
制
、
確
行
而
不
変
、
爾
雖
有
大
犯
、
若
不
逾
十
犯
、
誓
終
赦
宥
、

将
使
後
世
子
孫
、
永
受
其
賜
、
当
予
莅
政
之
時
、
無
復
置
（
＝

致
）
疑
、
至
於
後
嗣
君
王
、
宜
遹
遵
朕
意
、
堅
行
此
制
、
但
欲

都
兪
相
慶
、
永
保
国
家
耳
、
故
茲
詔
示
、
詳
（
＝
想
）
宜
知
悉
、

至
元
二
十
九
年
壬
辰
十
二
月
　
日 

　
一
二
九
二
年
（
忠
烈
王
一
八
）、
国
王
が
官
僚
の
金
汝
盂
の
功
績

を
認
定
し
、
彼
を
慰
諭
し
た
文
書
で
あ
る
［
盧
二
〇
〇
〇
］。
文
頭

の
「
皇
帝
福
蔭
（
廕
）

裏
」
は
、「
皇
帝
の
大
い
な
る
幸
い
の
も
と
に
」
と

い
う
モ
ン
ゴ
ル
語
の
漢
語
表
記
で
、
元
に
お
い
て
皇
族
が
発
給
し
た

文
書
の
冒
頭
定
型
句
の
一
部
で
あ
る
［
松
川
一
九
九
五
：
三
八
―

四
〇
］。
ま
た
、
文
末
に
み
え
る
「
故
茲
詔
示
、
詳
（
想
（
宜
知
悉
」（
故
に

茲こ
こ

に
詔
示
す
。
想
う
に
宜
し
く
知
悉
す
べ
し
）
は
、
宋
の
皇
帝
文

書
に
用
い
ら
れ
る
定
型
句
で
あ
っ
た
［
沈
二
〇
〇
七
：
一
七
一
―

一
七
四
、
矢
木
二
〇
〇
八
ａ
：
四
九
一
―
四
九
七
］。

　
国
王
が
臣
下
を
慰
諭
す
る
「
金
汝
盂
功
臣
教
書
」
の
よ
う
な
文
書

は
、
事
元
前
の
高
麗
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
事
元
前
の
慰
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諭
文
書
の
原
文
書
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
制
詞
部
分
が
典
籍
に
転

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う

ち
の
ひ
と
つ
が
、
一
二
世
紀
初
め
、
反
乱
軍
を
鎮
圧
し
た
金
富
軾
に

あ
た
え
ら
れ
た
慰
諭
文
書
で
あ
り
、
そ
の
制
詞
の
文
面
に
は
、「
教

某
、…
…
（
中
略
）
…
…
故
茲
詔
示
、想
宜
知
悉
、春
喧
、卿
比
安
好
、

遣
書
指
不
多
及（
（1
（

」
と
み
え
て
い
る
。
こ
の
制
詞
は
、「
教
某
」（
某
に

教
す
）
と
は
じ
ま
り
、
文
末
に
「
故
茲
詔
示
、
想
宜
知
悉
」
と
い
う

定
型
句
が
あ
り
、最
後
に
「
春
喧
、卿
比
安
好
、遣
書
指
不
多
及
」（
春

暄
、
卿
比
こ
の
ご
ろ

安
好
な
る
か
。
書
を
遣お
く

る
も
指む
ね

は
多
く
は
及
ば
ず
）
と

い
う
時
候
の
挨
拶
で
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
と
す
れ
ば
、「
故

茲
詔
示
、
想
宜
知
悉
」
と
い
う
文
末
定
型
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
金

汝
盂
功
臣
教
書
」
の
書
式
は
、
事
元
前
の
慰
諭
文
書
を
継
承
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
金
汝
盂
功
臣
教
書
」
は
、
伝
統
的
な
中
原
王
朝
の

皇
帝
文
書
（
事
元
前
の
高
麗
の
国
王
文
書
）
を
基
と
し
、
こ
れ
に
元

の
皇
族
文
書
の
冒
頭
定
型
句
が
付
け
加
え
ら
れ
た
書
式
を
有
し
て
い

る
と
理
解
で
き
よ
う
。
先
述
の
と
お
り
、
事
元
期
に
お
い
て
高
麗
の

君
主
は
、
元
皇
室
の
駙
馬
（
娘
婿
）
か
つ
国
王
と
い
う
身
分
（
駙
馬

高
麗
国
王
）
を
獲
得
し
て
い
た
た
め
、「
皇
帝
福
蔭
（
廕
）

裏
」
と
い
う
冒

頭
定
型
句
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
一
方
で
、「
金
汝
盂
功
臣
教
書
」
の
文
末
に
は
「
故
茲
詔0

示
」

と
あ
り
、
本
来
、
皇
帝
の
み
が
使
用
で
き
る
「
詔
」
字
を
用
い
る
と

い
う
僭
擬
を
犯
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
文
書
本
文
中
に
は
皇

帝
の
自
称
「
朕
」
も
み
え
る
）。
こ
れ
は
、「
金
汝
盂
功
臣
教
書
」
が

高
麗
の
モ
ン
ゴ
ル
藩
属
（
一
二
六
〇
年
）
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時

期
に
発
給
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
だ
事
元
前
の
旧
習
に
し
た
が
っ
て
い

た
部
分
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
矢
木
毅
に
よ
れ
ば
、
大
徳

年
間
（
一
二
九
七
―
一
三
〇
七
年
）
頃
ま
で
に
こ
う
し
た
僭
擬
は
改

め
ら
れ
、
高
麗
国
王
の
文
書
に
用
い
ら
れ
る
語
は
、
諸
侯
の
格
式
に

完
全
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
［
矢
木
二
〇
〇
八
ａ
：
四
九
九
］。

「
金
汝
盂
功
臣
教
書
」
は
、
高
麗
の
国
王
文
書
が
皇
帝
格
か
ら
諸
侯

格
へ
と
移
行
す
る
過
渡
期
に
発
給
さ
れ
た
文
書
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　
も
う
一
つ
、
元
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
国
王
文
書
と
し

て
、
任
命
文
書
の
一
種
で
あ
る
「
官
教
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
掲
の

「
申
祐
官
教
」
は
、
一
三
四
四
年
（
忠
穆
王
即
位
）、
国
王
が
官
僚
の

申
祐
を
神
虎
衛
保
勝
摂
護
軍
と
い
う
武
官
職
に
任
命
し
た
文
書
で
あ

る
［
川
西
二
〇
一
四
ａ
：
四
六
］。

【
史
料
9
】「
申
祐
官
教
」

01
　
王
旨
、

02
　
　
申
祐
為
神
虎
衛

03
　
　
保
勝
摂
護
軍
者
、

0（
　
　
　
至
正
四
年
四
月
廿
九
日
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高
麗
の
国
家
体
制
と
公
文
書
（
川
西
）

　
冒
頭
に
「
王
旨
」（
王
の
お
お
せ
）
と
あ
り
、
つ
い
で
「
申
祐
を

神
虎
衛
保
勝
摂
護
軍
と
為
す
」
と
い
う
文
言
が
つ
づ
き
、
発
給
年
月

日
の
上
か
ら
王
印
（
元
よ
り
下
賜
さ
れ
た
パ
ク
パ
字
「
駙
馬
高
麗
国

王
印
」）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
申
祐
官
教
」
の
書
式
は
、「
慧
諶
告
身
」

（【
史
料
3
】）
な
ど
の
事
元
前
の
任
命
文
書
と
は
ま
っ
た
く
異
質
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
申
祐
官
教
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
書
式

を
有
す
る
任
命
文
書
は
、朝
鮮
王
朝
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
官
教
」

あ
る
い
は
「
王
旨
」「
教
旨
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
高
麗
の
「
官
教
」
の
事
例
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
、
一
三
二
五
年

（
忠
粛
王
一
二
）、
金
子
松
を
検
校
神
虎
衛
保
勝
中
郎
将
と
い
う
武
官

職
に
任
じ
た
「
金
子
松
官
教
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
原

文
書
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
典
籍
に
転
載
さ
れ
た
写
し
の
み
が
伝
存
し

て
い
る
［
川
西
二
〇
一
四
ａ
：
四
五
］。

【
史
料
10
】「
金
子
松
官
教
」

国
王
鈞
旨
、
金
子
松
為
検
校
神
虎
衛
保
勝
中
郎
将
者
、
泰
定
二

年
四
月
日
、

　
本
文
書
の
場
合
、
冒
頭
に
「
国
王
鈞
旨
」
と
あ
る
点
が
注
目
さ
れ

る
。「
鈞
旨
」
は
「
お
お
せ
」
を
意
味
し
、
元
に
お
い
て
皇
室
の
駙

馬
あ
る
い
は
宰
相
が
文
書
に
使
用
す
る
語
で
あ
っ
た
。
先
述
の
と
お

り
、
高
麗
の
君
主
は
、
国
王
で
あ
る
と
同
時
に
、
皇
室
の
駙
馬
か
つ

征
東
行
省
丞
相
の
身
分
を
有
し
て
い
た
た
め
、「
国
王
鈞
旨
」と
い
う
、

元
で
は
使
用
例
の
な
い
独
特
な
語
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。な
お
、

「
金
子
松
官
教
」（
一
三
二
五
年
）
と
「
申
祐
官
教
」（
一
三
四
四
年
）

で
、
冒
頭
定
型
句
が
「
国
王
鈞
旨
」
か
ら
「
王
旨
」
へ
と
変
化
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
間
に
「
官
教
」
の
書
式
が
改
変
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、「
国
王
鈞
旨
」
と
「
王
旨
」
と
い
う
語

が
同
時
期
に
併
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
高
麗
の
「
官
教
」
の
書
式
は
、
元
の
皇
帝

が
官
僚
を
任
命
す
る
文
書
形
式
で
あ
る
「
宣
」（
宣
命
）
の
そ
れ
と

類
似
す
る
点
が
多
い
。
例
と
し
て
、
明
初
の
典
籍
に
転
載
さ
れ
た

元
の
「
宣
」
を
み
て
み
よ
う
。
一
三
一
八
年
（
忠
粛
王
五
）
発
給

の
「
呉
澄
宣
」
の
録
文
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る（
（1
（

［
神
田

一
九
八
四
：
一
一
〇
―
一
一
一
］。

【
史
料
11
】「
呉
澄
宣
」

上
天
眷
命
、

皇
帝
聖
旨
、
文
林
郎
国
子
司
業
呉
澄
、

　
可
授
集
賢
直
学
士
奉
議
大
夫
、
宜

　
令
呉
澄
、
准
此
、

延
祐
〔
宝
〕
五
年
正
月
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冒
頭
の｢

上
天
眷
命
、
皇
帝
聖
旨
」
は
、
元
の
皇
帝
文
書
に
見
え

る
定
型
句
で
、「
と
こ
し
え
の
天
の
力
に
、
皇
帝
の
お
お
せ
」
を
意

味
す
る
。
つ
づ
い
て
、
文
林
郎
（
正
七
品
）・
国
子
司
業
呉
澄
に
集

賢
直
学
士
・
奉
議
大
夫
（
正
五
品
）
を
授
く
べ
し
、
と
い
う
任
命
内

容
が
記
さ
れ
、「
宜
令
呉
澄
、
准
此
」（
宜
し
く
呉
澄
に
令め
い

ず
べ
し
。

此
に
准
ぜ
よ
）
と
い
う
文
末
定
型
句
で
結
ば
れ
て
い
る
。
最
後
に
発

給
年
月
日
が
書
か
れ
、「
宝
」（
皇
帝
の
御
璽
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
麗
の
「
官
教
」
と
元
の
「
宣
」
は
、
い
ず
れ
も

官
府
・
官
僚
の
副
書
を
必
要
と
せ
ず
、
君
主
の
印
が
捺
さ
れ
る
の
み

で
発
給
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
後
者
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
可

能
性
が
想
定
さ
れ
る（
（1
（

。
な
お
、「
金
子
松
官
教
」（【
史
料
10
】）
の
「
国

王
鈞
旨
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、「
鈞
旨
」
が
元
の
皇
室
の
駙
馬

や
宰
相
が
文
書
に
使
用
す
る
語
で
あ
る
た
め
、
元
の
文
書
の
用
法
が

影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
事
元
期
に
は
、
高
麗
が
独
自
に
創
出

し
た
国
王
文
書
と
、
元
の
影
響
を
う
け
た
国
王
文
書
が
使
用
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
高
麗
末
期
、
高
麗
が
元
か
ら
距
離
を
お
く
よ
う
に

な
る
と
、
国
王
文
書
の
文
面
か
ら
、
元
の
公
文
書
の
定
型
句
が
排
除

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
掲
の
「
鄭
光
道
褒
奨
教
書
」
を
み
て
み

よ
う
［
盧
明
鎬
他
二
〇
〇
〇
ａ
：
三
五
―
三
六
］。

【
史
料
12
】「
鄭
光
道
褒
奨
教
書
」

01
　

教
02
　
福
州
牧
使
光
道
、
□
（
＝
覽
）

03
　
所
上
牋
、
賀
捕
賊
、
事

0（
　
具
悉
、
窮
寇
之
来
、
□
（
＝
肆
）

0（
　
毒
、
有
如
蜂
蠆
、
義

06
　
兵
所
至
宣
威
、
奚
□
（
＝
啻
）

07
　
雷
霆
、
当
其
奏
凱

08
　
而
還
、
嘉
乃
馳
牋
而

09
　
賀
、
故
茲
教
示
、
想
□
（
＝
宜
）

10
　
知
悉
、
春
暄
、
卿
比
平

11
　
安
好
、
遣
書
指
不
多

12
　
及
、

13
　
至
正
二
十
年
三
月
　
　
日

　
こ
れ
は
、
一
三
六
〇
年
（
恭
愍
王
九
）、
福
州
牧
使
（
地
方

官
）
の
鄭
光
道
に
あ
た
え
ら
れ
た
慰
諭
文
書
で
あ
る
［
韓
・
張

一
九
八
二
：
六
一
―
六
二
、
沈
二
〇
〇
七
、
沈
・
魯
二
〇
一
二
：

二
四
―
二
六
］。
鄭
光
道
は
、
高
麗
に
侵
入
し
て
き
た
紅
巾
軍
が
撃

退
さ
れ
た
と
い
う
報
を
聞
き
、
戦
勝
を
慶
賀
す
る
文
を
い
ち
は
や
く

国
王
に
奉
っ
た
。
そ
の
功
を
嘉
し
た
国
王
が
彼
に
こ
の
文
書
を
あ
た

え
た
の
で
あ
る
。
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　「
鄭
光
道
褒
奨
教
書
」
の
冒
頭
に
は
「
教
」
と
大
字
で
書
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
文
末
に
は
「
故
茲
教
示
、
想
宜
知
悉
」
と
い
う
定
型

句
が
あ
り
、
最
後
は
「
春
暄
、
卿
比
平
安
好
、
遣
書
指
不
多
及
」
と

い
う
時
候
の
挨
拶
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　
先
に
ふ
れ
た
と
お
り
、
こ
う
し
た
慰
諭
文
書
は
事
元
前
か
ら
使
用

さ
れ
て
い
た
が
、
事
元
期
に
は
い
る
と
、「
金
汝
盂
功
臣
教
書
」（【
史

料
8
】）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
の
皇
族
文
書
の
冒
頭
定
型
句
と
、

伝
統
的
な
中
原
王
朝
の
皇
帝
文
書
の
文
末
定
型
句
が
共
存
す
る
書
式

を
有
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
。
そ
し
て
、
高
麗
末
期
、
元
か
ら
距
離

を
お
い
た
時
期
に
発
給
さ
れ
た
、こ
の
「
鄭
光
道
褒
奨
教
書
」
で
は
、

元
の
皇
族
文
書
の
冒
頭
定
型
句
が
消
滅
し
、
事
元
前
の
慰
諭
文
書
と

ほ
ぼ
同
一
の
書
式
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書

式
の
改
定
は
、
官
府
・
官
職
の
名
称
や
礼
制
を
事
元
前
の
も
の
へ
と

改
め
よ
う
と
す
る
動
き
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

　
た
だ
高
麗
末
期
に
お
い
て
、
慰
諭
文
書
の
書
式
が
事
元
前
の
も
の

へ
と
完
全
に
も
ど
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。「
鄭
光
道
褒
奨
教
書
」
で
は
、
慰
諭
文
書
の
文
末
定
型

句
と
し
て
従
来
使
用
さ
れ
て
い
た
「
故
茲
詔0

示
」
の
「
詔
」
字
が
「
教
」

字
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
大
徳
年
間
（
一
二
九
七
―
一
三
〇
七
年
）
頃
ま
で
に
、

元
に
対
す
る
高
麗
の
僭
擬
が
完
全
に
改
め
ら
れ
、
国
王
文
書
の
用
語

が
諸
侯
格
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
当
時
の
高
麗

に
お
い
て
「
教
」
字
は
、
も
は
や
「
勅
」
字
や
「
詔
」
字
を
単
に
い

い
か
え
た
も
の
で
は
な
く
、
純
粋
な
諸
侯
の
命
令
語
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た［
矢
木
二
〇
〇
八
ａ
：
四
九
九
］。
一
四
世
紀
半
ば
、

高
麗
は
元
の
覇
権
か
ら
の
離
脱
を
試
み
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
君
主

の
位
相
が
諸
侯
格
か
ら
皇
帝
格
へ
と
上
昇
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
な

く（
（1
（

、
依
然
と
し
て
諸
侯
格
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背

景
と
し
て
、
当
時
、
高
麗
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
、
名
分
を
重
ん
じ

る
朱
子
学
の
思
想
的
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

（
二
）
官
文
書

　
事
元
以
降
の
高
麗
で
は
、
事
元
前
と
同
様
、
上
行
文
書
と
し
て

「
状
」、
平
行
・
下
行
文
書
と
し
て
「
貼
」
が
主
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
模
様
で
あ
り
［
金
炯
秀
二
〇
〇
八
、朴
宰
佑
二
〇
〇
八
］、実
際
、

録
文
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
「
貼
」
の
事
例
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ

る（
（1
（

。
　
た
だ
、高
麗
末
期
に
は
い
る
と
、「
貼
」
や
「
状
」
以
外
に
も
、「
呈
」

「
牒
」「
関
」「
箚
付
」
な
ど
、
元
や
明
で
使
用
さ
れ
て
い
た
官
文
書

の
形
式（
（1
（

の
名
称
が
史
料
上
に
み
え
る
よ
う
に
な
る
。『
吏
文
』（
一
五

世
紀
半
ば
成
立
）
と
い
う
史
料
は
、
高
麗
・
朝
鮮
王
朝
と
明
と
の
間

で
往
来
し
た
外
交
文
書
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
高
麗
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が
明
に
送
っ
た
外
交
文
書
が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
外

交
文
書
の
文
中
に
、高
麗
国
内
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
文
書
と
し
て
、

上
行
文
書
「
呈（
（1
（

」、
平
行
・
下
行
文
書
「
牒（
（1
（

」「
関（
11
（

」、
下
行
文
書
「
箚

付（
1（
（

」
な
ど
の
名
称
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、『
吏
文
』
所
収
の
外
交
文
書
の
な
か
に
、
官
文
書
の

形
式
の
名
称
が
引
か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、「
呈
」「
牒
」「
関
」

「
箚
付
」
が
高
麗
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
直
ち
に
結
論
づ
け
る

の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
高

麗
が
明
に
送
っ
た
外
交
文
書
中
で
あ
る
た
め
、「
呈
」「
牒
」「
関
」「
箚

付
」
と
い
う
名
称
は
文
面
上
の
単
な
る
修
飾
辞
で
あ
り
、
実
際
に
使

用
さ
れ
た
行
移
文
書
は
「
状
」
や
「
貼
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
必
ず

し
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
吏
文
』
に
引
か
れ
た

官
文
書
の
う
ち
、「
関
」
や
「
牒
」
の
場
合
に
限
っ
て
は
、「
関
請
照

験
」（
関
す
れ
ば
照
験
を
請
う
）
や
「
牒
請
照
験
」（
牒
す
れ
ば
照
験

を
請
う
）
と
い
っ
た
文
末
定
型
句
ま
で
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。
も
し
「
関
」
や
「
牒
」
が
単
な
る
修
飾
辞
で
あ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
文
末
定
型
句
ま
で
引
用
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
、「
関
」
や
「
牒
」
が
実
際
に
高
麗
国

内
で
発
給
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
て
大
き
な
無
理
は
な
い
も
の
と
考

え
る
［
ム
ン
二
〇
一
〇
：
四
六
―
四
七
］。
ま
た
、
高
麗
末
期
の
制

度
を
多
く
踏
襲
し
て
い
る
朝
鮮
王
朝
の
初
期
に
は
、「
呈
」「
牒
」「
関
」

「
箚
付
」
な
ど
、
明
の
影
響
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
官
文

書
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
高
麗
末
期
に
お
い
て
も
、
す
で
に
元

や
明
の
官
文
書
の
体
系
・
形
式
を
受
容
し
て
国
内
で
使
用
し
て
い
た

可
能
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。

　
そ
う
し
た
推
測
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
「
金
天
富
任
命
箚
付
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
文
書
は
族
譜
に
転
載
さ
れ
た
も
の
で
、
発
給
年

月
日
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
官
職
名
か
ら
み
て
高
麗
末
期
に
発
給
さ

れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る（
11
（

［
川
西
二
〇
一
四
ｃ
：
一
六
二
］。

【
史
料
13
】「
金
天
富
任
命
箚
付
」

王
旨
裏
、
東
北
面
和
寧
道
上
元
帥
府
、
今
擬
検
校
大
将
軍
金
天

富
充
（
某
）
軍
百
戸
勾
当
、
凡
事
公
勤
、
毋
得
慢
易
、
所
有
箚

付
、
須
議
出
給
者
、

　
　
右
箚
付
金
天
富
、
凖
此
、

　
本
文
書
は
、
地
方
の
軍
政
を
つ
か
さ
ど
る
東
北
面
和
寧
道
上
元
帥

府
が
、金
天
富
を
百
戸
と
い
う
軍
官
職
に
任
じ
た
任
命
文
書
で
あ
る
。

そ
の
文
面
を
み
て
み
れ
ば
、
ま
ず
文
頭
に
「
王
旨
裏
」
と
あ
る
。
元

の
官
文
書
で
は
、文
頭
に
「
皇
帝
聖
旨
裏
」（
皇
帝
の
聖
旨
に
よ
っ
て
）

な
ど
と
い
う
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
漢
訳
し
た
権
威
付
与
の
文
言
が
附
さ

れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
［
劉
二
〇
〇
七
：
一
八
二
］。
こ
れ
を

参
考
に
す
る
と
、「
王
旨
裏
」
は
、「
王
の
お
お
せ
に
よ
っ
て
」
と
い

う
モ
ン
ゴ
ル
語
の
漢
語
表
記
で
、
権
威
付
与
を
意
味
す
る
語
と
考
え
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ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
王
旨
裏
」
と
い
う
、「
王
の
お
お
せ
」
を
権
威

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
文
言
は
、
元
に
類
例
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、

高
麗
に
お
い
て
創
出
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、「
王
旨

裏
」
に
つ
づ
い
て
、
東
北
面
和
寧
道
上
元
帥
府
が
、
金
天
富
を
百
戸

の
任
務
に
充
て
る
こ
と
を
擬
定
し
、
勤
務
に
努
め
て
怠
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
と
説
い
て
い
る
。
最
後
に
、「
所
有
箚
付
、
須
議
出
給
者
、

右
箚
付
金
天
富
、凖
此
」（
所
有
の
箚
付
、須
く
議
し
て
出
給
す
べ
し
。

右
を
金
天
富
に
箚
付
す
。
此
に
準
ぜ
よ
）
と
い
う
定
型
句
で
文
章
が

締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
金
天
富
任
命
箚
付
」
の
書
式
が
、
元
に

お
い
て
任
命
に
用
い
ら
れ
た
「
箚
付
」（
以
下
、「
任
命
箚
付
」
と
称

す
る
）
の
書
式
と
酷
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
元
代
に
発
給
さ
れ
た

「
張
永
帰
任
命
箚
付
」（
録
文
）
を
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る（
11
（

［
宮

二
〇
〇
四
：
二
三
五
］。

【
史
料
1（
】「
張
永
帰
任
命
箚
付
」

皇
帝
聖
旨
裹
（
＝
裏
）、
江
淮
諸
路
釈
教
都
摠
統
所
、
今
擬
僧

張
永
帰
（
充
）
徽
州
路
万
寿
寺
甲
乙
住
持
勾
当
、

　
　
凡
事
奉
公
、
毋
得
慢
易
、
所
有
箚
付
、
須
議
出
給
者
、

　
　
右
箚
付
僧
張
永
帰
、
准
此
、

　
　
張
永
帰
住
持

至
元
二
十
五
年
八
月
〔
印
〕
日
〔
押
〕

　
右
に
掲
げ
た
史
料
は
、
一
二
八
八
年
（
忠
烈
王
一
四
）、
江
淮
諸

路
釈
教
都
摠
統
所
（
江
南
地
方
の
仏
教
統
轄
機
関
）
が
僧
の
張
永
帰

を
徽
州
路
万
寿
寺
の
住
持
に
任
じ
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
「
張
永
帰

任
命
箚
付
」
と
「
金
天
富
任
命
箚
付
」
を
対
照
し
て
み
れ
ば
、
両
者

の
書
式
は
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
麗
の
「
金
天
富
任
命

箚
付
」
が
元
の
任
命
関
連
の
「
箚
付
」
を
下
敷
き
に
成
立
し
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
高
麗
末
期
に
お
い
て
は
、
元
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
一

の
書
式
を
有
す
る
「
任
命
箚
付
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
か

ら
類
推
す
れ
ば
、「
呈
」「
関
」「
牒
」
な
ど
、
元
や
明
で
使
用
さ
れ

て
い
た
官
文
書
の
形
式
も
ま
た
、
当
時
、
す
で
に
高
麗
で
用
い
ら
れ

て
い
た
可
能
性
は
一
層
高
く
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
高
麗
末
期
に
も
、
従
来
の
「
貼
」「
状
」

が
依
然
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
貼
」「
状
」
は
朝
鮮

王
朝
に
は
い
る
と
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
高
麗

末
期
に
使
用
が
や
め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

変
化
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
な

い（
11
（

。
高
麗
末
期
よ
り
朝
鮮
初
期
に
お
け
る
官
文
書
体
系
の
変
遷
過
程

は
、
今
後
解
明
す
べ
き
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
小
結
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事
元
期
に
お
け
る
高
麗
の
公
文
書
の
特
徴
と
し
て
、
元
の
公
文
書

の
影
響
が
非
常
に
強
い
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
高
麗
の
モ
ン
ゴ
ル
藩
属
と
い
う
時
代
状
況
が
大
き
く
作
用
し
て

い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
事
元
以
降
、
高
麗
と
元
と
の
間
で

人
と
モ
ノ
が
活
発
に
い
き
か
い
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
両
国
間
で

膨
大
な
量
の
公
文
書
が
や
り
と
り
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
両
国
間
の
活
発
な
公
文
書
往
来
は
、
元
の
皇
帝
が
高
麗
人
を
官
職

に
任
命
し
た
「
宣（
11
（

」
や
、
元
の
帝
師
（
元
の
仏
教
界
の
最
高
位
）
が

高
麗
の
寺
院
に
下
し
た
と
推
定
さ
れ
る
保
護
状（
11
（

な
ど
の
存
在
が
裏
付

け
て
く
れ
よ
う
。
事
元
以
降
の
高
麗
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
量
に
流

入
し
て
き
た
元
の
公
文
書
を
多
分
に
参
照
し
つ
つ
、
自
国
の
公
文
書

制
度
の
整
備
を
す
す
め
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

元
制
を
受
容
し
た
公
文
書
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
方

で
は
、
高
麗
が
独
自
に
創
出
し
た
公
文
書
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
公
文
書
の
有
り
様
は
多
様
性
を
帯
び
て
い
た
と
い
え
る
。

　
事
元
以
降
の
高
麗
で
は
、
国
王
文
書
の
格
式
は
諸
侯
格
に
強
制
的

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
高
麗
末
期
に
元
か
ら
距
離
を
お
く

よ
う
に
な
る
と
、
高
麗
は
国
王
文
書
の
文
面
か
ら
元
の
公
文
書
の
定

型
句
を
排
除
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
国
王
文
書
の
格
式
は
基
本
的

に
諸
侯
格
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
。
も
は
や
高
麗
で
は
、
国
王
を
皇
帝

と
み
な
す
僭
擬
を
犯
す
こ
と
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

姿
勢
は
後
の
朝
鮮
王
朝
に
も
引
き
つ
が
れ
た
。

　
ま
た
、
官
文
書
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
事
元
前
と
同
じ
く
、
主
と

し
て
「
状
」「
貼
」
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
高
麗
末
期

ま
で
に
は
、「
関
」
や
「
牒
」「
箚
付
」
な
ど
、
元
や
明
の
影
響
を
う

け
た
官
文
書
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
高
麗
末
期
か
ら
朝
鮮
建
国
ま
で
の
あ
る
時
期
、「
状
」「
貼
」
の

使
用
が
停
止
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
整
理
さ
れ
た
公
文
書
の
体

系
と
形
式
は
、
朝
鮮
王
朝
の
公
文
書
制
度
の
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
先
行
研
究
に
よ
り
つ
つ
、
高
麗
の
公
文
書
の
有
り
様
を
通

時
的
に
眺
め
て
き
た
。
表
層
を
な
で
る
だ
け
の
雑
駁
な
概
論
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
本
稿
が
文
書
の
多
国
間
比
較
研
究
を
す
す
め
る
た

め
の
踏
み
台
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
最
後
に
、
高
麗
の
古
文
書
研

究
に
関
し
て
、
今
後
の
課
題
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
結
び
に
か
え
た

い
。

　
近
年
、
関
連
論
文
が
徐
々
に
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

は
い
え
、
高
麗
の
古
文
書
に
関
わ
る
研
究
は
質
量
と
も
に
不
十
分
と

い
わ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
地
道
な
研
究
の
蓄
積
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
文
書
事
例
の
さ
ら
な
る
探
索
が
重
要
な

意
味
を
も
つ
。
原
文
書
の
発
掘
は
も
と
よ
り
、
後
代
の
典
籍
や
族
譜
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に
転
載
さ
れ
た
文
書
を
悉
皆
調
査
す
る
作
業
に
一
層
力
を
い
れ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
ま
た
、
現
存
す
る
文
書
に
対
す
る
徹
底
し
た
分
析
作
業
の
推
進
を

期
待
し
た
い
。
高
麗
時
代
の
文
書
の
墨
・
紙
質
・
印
章
な
ど
に
つ
い

て
は
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
非
常
に
多
い
。
原
文
書
の
現
存

数
は
少
な
い
と
は
い
え
、
そ
こ
か
ら
は
き
わ
め
て
大
き
な
収
穫
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
文
書
に
捺
さ
れ
た
印
文
が

解
読
さ
れ
る
だ
け
で
も
、
そ
の
文
書
の
発
給
主
体
を
解
き
明
か
す
貴

重
な
情
報
源
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
原
文
書
の
紙
・
墨
に
対
す

る
科
学
的
分
析
方
法
は
い
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
日
本
の
古
文
書
研
究
と
の
共
同
研
究
も
視
野
に

い
れ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
古
文
書
の
伝
来
過
程
に
対
す
る
検
討
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
日

本
・
西
欧
に
く
ら
べ
、
現
存
す
る
高
麗
の
古
文
書
の
事
例
数
は
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
少
な
い
の
か
、
そ
の
要
因
を
実
証
的
に
解
き
明
か

す
必
要
が
あ
る
。
従
来
漠
然
と
推
測
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
高
麗
か

ら
朝
鮮
へ
の
王
朝
交
替
や
、
朝
鮮
半
島
で
幾
度
と
な
く
生
じ
た
戦
乱

が
、
文
書
の
残
存
現
況
に
影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し

か
し
、
高
麗
・
朝
鮮
王
朝
の
政
治
体
の
構
造
や
、
当
時
の
人
々
の
対

文
書
意
識
も
、
文
書
の
残
存
状
況
に
強
く
作
用
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

参
考
文
献
（
五
十
音
順
、
朝
鮮
語
は
日
本
語
に
訳
し
た
）

赤
木
崇
敏 

二
〇
〇
八
「
唐
代
前
半
期
の
地
方
文
書
行
政
―
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
文
書
の
検
討
を
通
じ
て
―
」『
史
学
雑
誌
』
第
一
一
七
編

第
一
一
号
、
東
京
、
七
五
―
一
〇
二
頁
。

鮎
貝
房
之
進 

一
九
七
二
「
俗
文
攷
」『
雑
攷 

俗
字
攷
・
俗
文
攷
・
借

字
攷
』
第
六
輯
下
編
、
国
書
刊
行
会
、
東
京
、
五
七
五
―
七
九
七

頁
（
初
出
：
一
九
三
四
）。

稲
葉
岩
吉 

一
九
三
六
「
長
生
標
お
よ
び
長
生
庫
」『
釈
椋
』
大
阪
屋

号
書
店
、
京
城
、
六
九
―
一
一
一
頁
（
初
出
：
一
九
三
一
）。

小
倉
進
平 

一
九
七
四
「
郷
歌
及
び
吏
読
の
研
究
」
京
都
大
学
文
学

部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
小
倉
進
平
博
士
著
作
集
』
第
一

巻
、
京
都
大
学
国
文
学
会
、
京
都
、
一
―
五
九
八
頁
（
初
出
：

一
九
二
九
）。

川
西
裕
也 

二
〇
一
四
ａ
「『
頤
斎
乱
藁
』
辛
丑
日
暦
所
載
の
高
麗
事

元
期
か
ら
朝
鮮
初
期
の
古
文
書
―
官
教
・
朝
謝
文
書
の
新
事
例
―
」

『
朝
鮮
中
近
世
の
公
文
書
と
国
家
―
変
革
期
の
任
命
文
書
を
め
ぐ

っ
て
―
』
九
州
大
学
出
版
会
、
福
岡
、
三
九
―
六
九
頁
（
初
出
：

二
〇
一
〇
）。

川
西
裕
也 

二
〇
一
四
ｂ
「
高
麗
事
元
期
か
ら
朝
鮮
初
期
に
お
け
る

任
命
文
書
体
系
の
再
検
討
」『
朝
鮮
中
近
世
の
公
文
書
と
国
家
』

前
掲
、
七
一
―
九
七
頁
（
初
出
：
二
〇
一
一
）。
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

川
西
裕
也 

二
〇
一
四
ｃ
「
事
元
以
後
に
お
け
る
高
麗
の
元
任
命

箚
付
の
受
容
―｢

金
天
富
箚
付
」
の
検
討
―
」『
朝
鮮
中
近
世

の
公
文
書
と
国
家
』
前
掲
、
一
五
五
―
一
八
八
頁
（
初
出
：

二
〇
〇
九
）。

韓
国
宗
教
史
研
究
会
編 

一
九
九
八
『
城
隍
堂
と
城
隍
祭
―
淳
昌
城

隍
大
神
事
跡
記
研
究
―
』
民
俗
苑
、
ソ
ウ
ル
。

韓
相
俊
・
張
東
翼 

一
九
八
二
「
安
東
地
方
に
伝
来
し
た
高
麗
古
文

書
七
例
検
討
」『
慶
北
大
学
校
論
文
集
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
第

三
三
輯
、
大
邱
、
五
三
―
六
二
頁
。

神
田
喜
一
郎 

一
九
八
四
「
八
思
巴
文
字
の
新
資
料
」『
神
田
喜
一
郎

全
集
』
第
三
巻
、
同
朋
舍
出
版
、
京
都
、
八
二
―
一
一
九
頁
（
初

出
：
一
九
六
九
）。

木
下
礼
仁 

一
九
九
三
「『
三
国
遺
事
』
金
傅
大
王
条
に
み
え
る
「
冊

尚
父
誥
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
唐
告
身
と
の
関
連
性
に
よ
せ

て
―
」『
日
本
書
紀
と
古
代
朝
鮮
』
塙
書
房
、
東
京
、
三
五
九
―

三
九
四
頁
（
初
出
：
一
九
七
九
）。

許
興
植 

一
九
七
六
『
韓
国
中
世
社
会
史
資
料
集
』
亜
細
亜
文
化
社
、

ソ
ウ
ル
。

許
興
植 

一
九
八
四
『
韓
国
金
石
全
文
』
中
世
上
、
亜
細
亜
文
化
社
、

ソ
ウ
ル
。

許
興
植 

一
九
八
八
『
韓
国
の
古
文
書
』
民
音
社
、
ソ
ウ
ル
。

金
炯
秀 

二
〇
〇
八
「
高
麗
時
代
の
貼
と
申
省
状
」『
韓
国
史
研
究
』

第
一
四
二
号
、
ソ
ウ
ル
、
一
四
三
―
一
六
九
頁
。

金
甲
童 

一
九
九
七
「
高
麗
時
代 

淳
昌
の
地
方
勢
力
と
城
隍
信
仰
―

「
城
隍
大
神
事
跡
」
懸
板
を
中
心
に
―
」『
韓
国
史
研
究
』
第
九
七

号
、
ソ
ウ
ル
、
六
五
―
九
五
頁
。

金
芳
漢 

一
九
九
九
「
パ
ス
パ
文
字
資
料
」『
モ
ン
ゴ
ル
語
研
究
』
ソ

ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
ソ
ウ
ル
、
二
〇
七
―
二
一
四
頁
（
初
出
：

一
九
七
一
）。

洪
淳
鐸 

一
九
七
六
「
松
広
寺
円
悟
国
師
奴
婢
帖
」『
湖
南
文
化
研
究
』

第
八
輯
、
光
州
、
一
二
五
―
一
四
二
頁
。

近
藤
剛 

二
〇
一
〇
「『
平
戸
記
』
所
載
「
泰
和
六
年
二
月
付
高
麗
国

金
州
防
禦
使
牒
状
」に
つ
い
て
」『
古
文
書
研
究
』第
七
〇
号
、東
京
、

一
八
―
三
六
頁
。

崔
鈆
植 

二
〇
〇
〇
「
高
麗
時
代 

国
王
文
書
の
種
類
と
機
能
」『
韓

国
古
代
中
世
古
文
書
研
究
』
下
巻
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
ソ

ウ
ル
、
二
九
―
五
五
頁
（
初
出
：
一
九
九
九
）。

崔
承
熙 

一
九
八
九
『（
改
正
増
補
版
）
韓
国
古
文
書
研
究
』
知
識
産

業
社
、
ソ
ウ
ル
（
初
版
：
一
九
八
一
年
）。

照
那
斯
図 

一
九
九
五
「
関
于
元
統
二
年
正
月
八
思
巴
字
聖
旨
抄
件

漢
訳
中
的
若
干
問
題
」『
内
蒙
古
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』

一
九
九
五
年
第
三
期
、
呼
和
浩
特
、
六
一
―
六
三
頁
。

沈
永
煥 
二
〇
〇
七
「
高
麗
時
代 

奨
諭
教
書 

様
式
」『
蔵
書
閣
』
第

一
八
輯
、
城
南
、
一
六
三
―
一
八
五
頁
。
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沈
永
煥 

二
〇
一
〇『
高
麗
時
代 

中
書
門
下 

教
牒
』笑
臥
堂
、ソ
ウ
ル
。

沈
永
煥 
二
〇
一
二
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代 

高
麗
の
王
命
」『
泰
東
古
典

研
究
』
第
二
九
輯
、
南
楊
州
、
一
八
九
―
二
二
六
頁
。

沈
永
煥 

二
〇
一
三
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代 

高
麗
人 

李
達
漢
の
パ
ク
パ

（`Phags-pa
、
八
思
巴
）
文
字 

宣
命
」『
漢
文
学
論
集
』
第
三
七

輯
、
公
州
、
三
一
九
―
三
五
五
頁
。

沈
永
煥
・
魯
仁
煥  

二
〇
一
二「
朝
鮮
時
代 

教
書
の
淵
源
と
分
類
」『
漢

文
学
論
集
』
第
三
四
輯
、
龍
仁
、
九
―
四
九
頁
。

任
昌
淳 

一
九
七
一「
松
広
寺
の
高
麗
文
書
」『
白
山
学
報
』第
一
一
号
、

ソ
ウ
ル
、
三
一
―
五
一
頁
。

田
川
孝
三 

一
九
七
六
「
朝
鮮
の
古
文
書
―
官
文
書
を
主
と
し
て

―
」
佐
藤
進
一
編
『
書
の
日
本
史
』
第
九
巻
、
平
凡
社
、
東
京
、

一
三
八
―
一
五
二
頁
。

田
中
謙
二 

二
〇
〇
〇
「
元
典
章
文
書
の
研
究
」『
田
中
謙
二
著
作
集
』

第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
七
五
―
四
五
七
頁
。

朝
鮮
総
督
府
内
務
部
地
方
局
編 

一
九
一
一『
朝
鮮
寺
刹
史
料
』上
巻
、

京
城
。

張
東
翼 

一
九
八
一
「
恵
諶
の
大
禅
師
告
身
に
対
す
る
検
討
―
高
麗

僧
政
体
系
の
理
解
を
中
心
に
―
」『
韓
国
史
研
究
』
第
三
四
号
、

ソ
ウ
ル
、
九
五
―
一
一
五
頁
。

中
村
裕
一 

一
九
九
一
「
唐
代
官
文
書
研
究
の
意
義
と
課
題
」『
唐
代

官
文
書
研
究
』
中
文
出
版
社
、
京
都
、
三
―
三
八
頁
。

中
村
裕
一 

一
九
九
六
「
敦
煌
・
吐
魯
番
文
献
中
の
唐
代
公
文
書
」『
唐

代
公
文
書
研
究
』
汲
古
書
院
、
東
京
、
一
―
二
七
五
頁
（
初
出
：

一
九
九
二
）。

中
村
裕
一 

二
〇
〇
三
『
隋
唐
王
言
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
東
京
。

南
豊
鉉 

一
九
七
四
「
一
三
世
紀 

奴
婢
文
書
の
吏
読
」『
檀
国
大
学

校
論
文
集
』
第
八
輯
、
ソ
ウ
ル
、
九
―
二
八
頁
。

南
豊
鉉 

一
九
九
四
「
高
麗
初
期
の
帖
文
と
そ
の
吏
読
に
つ
い
て
―

醴
泉
鳴
鳳
寺
慈
寂
禅
師
碑
の
陰
記
の
解
読
―
」『
古
文
書
研
究
』

第
五
号
、
城
南
、
一
―
一
九
頁
。

南
豊
鉉 

一
九
九
五
「
淳
昌
城
隍
堂 

懸
板
に
つ
い
て
」『
古
文
書
研
究
』

第
七
号
、
城
南
、
六
九
―
九
三
頁
。

仁
井
田
陞 

一
九
三
三
『
唐
令
拾
遺
』
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、

東
京
。

仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表 

一
九
九
七
『
唐
令
拾
遺
補
』
東

京
大
学
出
版
会
、
東
京
。

平
田
茂
樹 

二
〇
一
二
ａ
「
文
書
を
通
し
て
見
た
宋
代
政
治
―
「
箚

子
」、「
帖
」、「
牒
」、「
申
状
」
の
世
界
―
」『
宋
代
政
治
構
造
研
究
』

汲
古
書
院
、
東
京
、
二
九
五
―
三
一
八
頁
（
初
出
：
二
〇
〇
七
）。

平
田
茂
樹 

二
〇
一
二
ｂ
「
文
書
を
通
し
て
み
た
宋
代
政
治
―
「
関
」、

「
牒
」、「
諮
報
」
の
世
界
―
」『
宋
代
政
治
構
造
研
究
』
前
掲
、

三
一
九
―
三
四
二
頁
（
初
出
：
二
〇
〇
九
）。

朴
宰
佑 
二
〇
〇
五
「
王
命
の
種
類
と
頒
布
」『
高
麗
国
政
運
営
の
体
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

系
と
王
権
』
新
丘
文
化
社
、
ソ
ウ
ル
、
四
五
―
八
一
頁
（
初
出
：

二
〇
〇
三
）。

朴
宰
佑 
二
〇
〇
八
「
高
麗
時
代
の
官
文
書
と
伝
達
体
系
」『
古
文
書

研
究
』
第
三
三
号
、
ソ
ウ
ル
、
一
―
二
八
頁
。

朴
宰
佑 

二
〇
一
〇
「
高
麗
時
代 

紅
牌
の
様
式
と
特
徴
―
「
張
良
守

紅
牌
」
を
中
心
に
―
」『
古
文
書
研
究
』
第
三
七
号
、
城
南
、
一

―
三
三
頁
。

朴
竣
鎬 

二
〇
〇
九
ａ
『
礼
の
パ
タ
ー
ン
―
朝
鮮
時
代 

文
書
行
政
の

歴
史
―
』
笑
臥
堂
、
ソ
ウ
ル
。

朴
竣
鎬 

二
〇
〇
九
ｂ
「
韓
国
の
古
文
書
形
式
と
礼
制
体
式
」『
古
文

書
研
究
』
第
六
七
号
、
東
京
、
一
―
一
三
頁
。

朴
成
鎬 

二
〇
一
二
「
麗
末
鮮
初 

紅
牌
・
白
牌
様
式
の
変
化
と
意
義
」

『
古
文
書
研
究
』
第
四
〇
号
、
城
南
、
一
―
三
四
頁
。

朴
秉
濠 

一
九
九
六
「
高
麗
末
の
奴
婢
贈
与
文
書
と
立
案
」『
近
世
の

法
と
法
思
想
』
図
書
出
版
ジ
ン
ウ
ォ
ン
、
ソ
ウ
ル
、
六
一
五
―

六
三
〇
頁
（
初
出
：
一
九
七
九
）。

朴
龍
雲 

一
九
九
〇
「
高
麗
時
代
の
紅
牌
に
関
す
る
一
考
察
」『
高

麗
時
代 

蔭
叙
制
と
科
挙
制
研
究
』
一
志
社
、
ソ
ウ
ル
（
初
出
：

一
九
九
〇
）。

松
川
節 

一
九
九
五
「
大
元
ウ
ル
ス
命
令
文
の
書
式
」『
待
兼
山
論
叢
』

第
二
九
号
、
大
阪
、
二
五
―
五
二
頁
。

宮
紀
子 

二
〇
〇
四
「
徽
州
文
書
新
探
―
『
新
安
忠
烈
廟
神
紀
実
』

よ
り
―
」『
東
方
学
報
』
第
七
七
冊
、京
都
、一
六
〇
―
二
二
二
頁
。

ム
ン
ポ
ミ 

二
〇
一
〇
「
朝
鮮
時
代 

官
文
書 

関
の
起
源
と
受
容
―

行
移
体
系
を
中
心
に
―
」『
古
文
書
研
究
』
第
三
七
号
、
城
南
、

三
五
―
六
二
頁
。

森
平
雅
彦 

二
〇
〇
七
「
朝
鮮
に
お
け
る
王
朝
の
自
尊
意
識
と
国
際

関
係
―
高
麗
の
事
例
を
中
心
に
―
」
今
西
裕
一
郎
編
『
九
州
大
学

二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
―
交
流
と
変

容
―
」
統
括
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
書
』
九
州
大
学
大
学
院
比
較

社
会
文
化
研
究
院
、
福
岡
、
一
五
三
―
一
六
三
頁
。

森
平
雅
彦 

二
〇
一
三
ａ
『
モ
ン
ゴ
ル
覇
権
下
の
高
麗
―
帝
国
秩
序

と
王
国
の
対
応
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
名
古
屋
。

森
平
雅
彦 

二
〇
一
三
ｂ
「
大
元
ウ
ル
ス
と
高
麗
仏
教
―
韓
国
・
松

広
寺
所
蔵
の
元
代
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
モ
ン

ゴ
ル
覇
権
下
の
高
麗
』
前
掲
、
二
七
五
―
三
一
五
頁
（
初
出
：

二
〇
〇
二
）。

矢
木
毅 

二
〇
〇
八
ａ
「
高
麗
王
言
考
」『
高
麗
官
僚
制
度
研
究
』
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
京
都
、
四
八
九
―
五
二
二
頁
（
初
出
：

一
九
九
四
）。

矢
木
毅 

二
〇
〇
八
ｂ
「
高
麗
時
代
の
銓
選
と
告
身
」『
高
麗
官
僚
制

度
研
究
』
前
掲
、
一
一
七
―
一
六
八
頁
（
初
出
：
二
〇
〇
〇
）。

安
田
純
也 
二
〇
〇
二
「
高
麗
時
代
の
僧
録
司
制
度
」『
仏
教
史
学
研

究
』
第
四
五
巻
第
一
号
、
京
都
、
五
五
―
七
四
頁
。
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高
麗
の
国
家
体
制
と
公
文
書
（
川
西
）

羅
輝
映 

一
九
八
六
「
明
代
文
書
制
度
初
探
」『
四
川
大
学
学
報
叢
刊
』

第
三
〇
輯
、
成
都
、
四
五
―
五
九
頁
。

李
基
白 
一
九
九
三
『（
第
二
版
）
韓
国
上
代
古
文
書
資
料
集
成
』
一

志
社
、
ソ
ウ
ル
（
初
版
：
一
九
八
七
）。

李
喆
洙 

一
九
九
七
「
長
城
白
巌
寺
貼
文
の
吏
読
に
つ
い
て
」『
韓
国

学
研
究
』
第
八
輯
、
仁
川
、
一
―
七
二
頁
。

李
炳
熙 

一
九
九
七
「
高
麗
末 

朝
鮮
初 

白
羊
寺
の
重
創
と
経
済
問

題
」『
韓
国
史
研
究
』
第
九
九
・
一
〇
〇
号
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
五
―

二
二
三
頁
。

劉
暁 

二
〇
〇
七
「
元
代
公
文
起
首
語
初
探
―
兼
論
『
全
元
文
』
所

収
順
帝
詔
書
等
相
関
問
題
―
」『
文
史
』
第
八
〇
輯
、
北
京
、

一
七
一
―
一
八
二
頁
。

梁
正
錫 

二
〇
〇
四
「
松
広
寺
王
命
文
書
を
通
じ
て
見
た
高
麗
公
式

令
制
誥
規
式
」『
韓
国
史
学
報
』
第
一
八
号
、
ソ
ウ
ル
、
六
九
―

一
〇
三
頁
。

盧
明
鎬 

二
〇
〇
〇
「
高
麗
時
代
の
功
臣
録
券
と
功
臣
教
書
」『
韓
国

古
代
中
世
古
文
書
研
究
』
下
巻
、
前
掲
、
一
―
二
八
頁
（
初
出
：

一
九
九
八
）。

盧
明
鎬
他 

二
〇
〇
〇
ａ
『
韓
国
古
代
中
世
古
文
書
研
究
』
上
巻
、

ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
ソ
ウ
ル
。

盧
明
鎬
他 

二
〇
〇
〇
ｂ
『
韓
国
古
代
中
世
古
文
書
研
究
』
下
巻
、

前
掲
。

註（１
）
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
、
差
出
人
と
受
取
人
の
間
に
授
受
関
係
を
と

も
な
う
文
字
史
料
を
文
書
と
定
義
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
、

戸
籍
や
帳
簿
・
記
録
類
は
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
ま
た
、
外

交
文
書
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
言
及
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
２
）
朝
鮮
王
朝
（
一
三
九
二
―
一
八
九
七
年
）
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
、

日
本
語
に
よ
る
簡
単
な
概
説
が
あ
る
［
田
川
一
九
七
六
、
朴
竣
鎬

二
〇
〇
九
ｂ
］。
な
お
朝
鮮
語
文
献
で
あ
る
が
、
崔
承
熙
の
『
韓
国
古

文
書
研
究
』
は
、
朝
鮮
王
朝
の
古
文
書
に
関
す
る
も
っ
と
も
体
系
的

な
著
述
と
し
て
定
評
が
あ
る
［
崔
承
熙
一
九
八
九
］。

（
３
）
高
麗
の
国
王
文
書
に
つ
い
て
は
、
崔
鈆
植
や
朴
宰
佑
に
よ
る
通
時

的
な
概
論
が
あ
る
が
［
崔
鈆
植
二
〇
〇
〇
、
朴
宰
佑
二
〇
〇
五
］、
現

在
の
研
究
水
準
に
照
ら
せ
ば
修
正
・
補
完
す
べ
き
点
が
多
い
。
官

文
書
に
つ
い
て
も
、
金
炯
秀
と
朴
宰
佑
に
よ
っ
て
高
麗
全
時
期
に

わ
た
っ
て
分
析
さ
れ
て
い
る
が
［
金
炯
秀
二
〇
〇
八
、
朴
宰
佑

二
〇
〇
八
］、
後
述
す
る
よ
う
に
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
４
）
韓
国
の
学
界
で
は
、高
麗
を
「
内
帝
外
王
」（
国
内
で
は
皇
帝
と
し
て
、

国
外
に
対
し
て
は
王
と
し
て
ふ
る
ま
う
）
の
国
家
と
し
て
捉
え
る
見

解
が
定
説
化
し
て
い
る
が
、
単
純
に
高
麗
を
皇
帝
国
家
と
み
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
高
麗
は
基
本
的
に
独
自
年
号
を
立
て
る
こ
と
は
な

く
、
そ
の
君
主
を
皇
帝
・
天
子
と
称
し
た
事
例
も
ご
く
少
数
に
と
ど

ま
る
た
め
で
あ
る
［
森
平
二
〇
〇
七
：
一
五
七
―
一
五
九
］。
高
麗
は
、

あ
く
ま
で
特
定
の
局
面
に
お
い
て
の
み
、
皇
帝
の
格
式
を
用
い
た
と

捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
欠
損
部
分
の
脇
に
、別
筆
で
小
さ
く
「
右
人
張
良
守
、貢
院
所
□
□
、

判
乙
以
点
」
と
い
う
文
言
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
後
代
に
書
き
加
え

ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
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史
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五
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（
６
）
矢
木
毅
は
、
国
王
文
書
の
冒
頭
の
「
勅
」
字
は
、「
実
際
の
文
書

に
お
い
て
は
特
大
の
文
字
で
大
書
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
一
番
目
立
つ
文
字
を
「
勅
」
字
か
ら
「
教
」
字
に
改
め
る
こ
と

で
、
と
り
あ
え
ず
、「
天
子
」
の
制
度
を
僭
用
し
て
い
る
と
い
う
批
判

を
か
わ
す
目
的
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
推
測
す
る
［
矢
木

二
〇
〇
八
ａ
：
四
九
七
］。

（
７
）
外
交
文
書
の
例
で
あ
る
が
、
一
二
〇
六
年
（
熙
宗
二
）、
金
州
防
禦

使（
地
方
官
）が
日
本
の
対
馬
に
送
っ
た「
牒
」の
文
面
は
、冒
頭
に「
高

麗
国
金
州
防
禦
使
牒0

日
本
国
対
馬
嶋
」
と
あ
り
、「
右
事
須
牒0

」
と
結

句
さ
れ
て
い
る
［
近
藤
二
〇
一
〇
：
二
〇
］。

（
８
）「
境
清
禅
院
慈
寂
禅
師
凌
雲
塔
碑
」（
九
四
一
年
）
と
い
う
碑
文
に

は
、「
都
評
省
帖
」
と
い
う
文
書
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

九
三
九
年
（
太
祖
二
二
）、
都
評
省
（
中
央
官
府
の
一
つ
と
推
定
さ

れ
る
）
か
ら
寺
院
の
門
徒
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
、
下
行
文
書
「
帖
」

の
形
式
を
有
し
て
い
る
［
許
一
九
八
四
：
五
二
六
―
五
二
八
、
南

一
九
九
四
］。
高
麗
に
お
け
る
「
帖
」
の
用
例
は
こ
の
「
都
評
省
帖
」

し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
後
世
、「
帖
」
が
「
貼
」
へ
と
変

化
し
た
、
あ
る
い
は
「
帖
」
が
「
貼
」
と
通
用
さ
れ
た
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
［
朴
宰
佑
二
〇
〇
八
：
九
］。
な
お
、「
貼
」
と
「
状
」

の
形
式
と
機
能
に
つ
い
て
は
、［
金
炯
秀
二
〇
〇
八
］
で
も
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

（
９
）
唐
に
お
い
て
は
、「
状
」「
解
」「
刺
」「
牒
」（
上
行
文
書
）、「
移
」「
関
」

「
牒
」（
平
行
文
書
）、「
帖
」「
符
」「
牒
」（
下
行
文
書
）
な
ど
、宋
で
は
、

「
状
」「
牒
」（
上
行
文
書
）、「
関
」「
牒
」（
平
行
文
書
）、「
符
」「
帖
」「
箚

子
」「
牒
」（
下
行
文
書
）、「
牒
」（
上
行
・
平
行
・
下
行
文
書
）
な
ど
、

非
常
に
多
く
の
形
式
の
官
文
書
が
存
在
し
た
［
赤
木
二
〇
〇
八
、
中

村
一
九
九
一
・
一
九
九
六
、
平
田
二
〇
一
二
ａ
・
ｂ
］。

（
10
）
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
み
え
る
「
牒
」
や
「
符
」
と
い
う
語

は
、
高
麗
が
唐
・
宋
の
皇
帝
文
書
の
書
式
を
ま
ね
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
、

単
な
る
文
面
上
の
修
飾
辞
に
す
ぎ
ず
、
実
際
の
官
府
・
官
僚
間
の
行

移
文
書
に
は
「
貼
」
や
「
状
」
の
み
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た
と
想

定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
11
）『
高
麗
史
』
巻
二
八
、
忠
烈
王
世
家
二
八
、
元
年
六
月
癸
丑
、
同
書

巻
一
二
三
、
列
伝
三
六
、
嬖
幸
一
、
李
汾
禧
伝
附
槢
伝
、『
高
麗
史
節

要
』
巻
一
九
、
忠
烈
王
元
年
六
月
。

（
12
）『
東
人
之
文
四
六
』
巻
六
、
教
書
、
奨
諭
征
西
元
帥
金
富
軾
。

（
13
）「
呉
澄
宣
」
の
転
載
元
の
典
籍
に
は
、
呉
澄
と
そ
の
夫
人
に
あ
た
え

ら
れ
た
文
書
（
宣
・
勅
牒
）
計
一
一
点
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
文
書

ご
と
に
パ
ク
パ
字
と
漢
字
と
が
並
書
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
宣
・

勅
牒
の
正
本
は
パ
ク
パ
字
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
一

般
に
は
理
解
し
が
た
い
た
め
、
別
紙
に
漢
字
で
記
し
た
副
本
を
授
け

て
お
り
、
後
人
が
文
書
を
移
録
し
た
際
に
両
者
を
並
書
し
た
も
の
と

推
定
さ
れ
て
い
る
［
神
田
一
九
八
四
：
八
五
］。

（
1（
）
と
は
い
え
、「
官
教
」
が
事
元
前
の
高
麗
に
す
で
に
存
在
し
た
こ
と

は
必
ず
し
も
否
定
し
え
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
可
能
性
の

指
摘
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（
1（
）
高
麗
末
期
、
王
命
の
語
を
「
王
旨
」
か
ら
「
宣
旨
」
と
格
上
げ
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
時
の
現
象
に
す
ぎ
な
い
。

（
16
）
一
二
八
一
年
（
忠
烈
王
七
）
発
給
の
「
淳
昌
城
隍
大
王
封
爵
貼
」

や
、
一
二
九
七
年
（
忠
烈
王
二
三
）
発
給
の
「
淳
昌
城
隍
神
尊
号
貼
」、

一
三
五
七
年
（
恭
愍
王
六
）
発
給
の
「
僧
録
司
貼
」
な
ど
が
あ
る
［
韓

国
宗
教
史
研
究
会
編
一
九
九
八
、
金
甲
童
一
九
九
七
、
南
一
九
九
五
、

盧
二
〇
〇
〇
ａ
：
四
〇
四
―
四
〇
五
、四
〇
七
―
四
〇
八
、四
一
四
―

四
一
七
］。
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高
麗
の
国
家
体
制
と
公
文
書
（
川
西
）

（
17
）
元
・
明
で
は
、「
呈
」「
申
」「
牒
呈
」（
上
行
文
書
）、「
咨
」「
関
」（
平

行
文
書
）、「
帖
」「
照
会
」「
箚
付
」（
下
行
文
書
）
な
ど
の
官
文
書
が

使
用
さ
れ
て
い
た
［
田
中
二
〇
〇
〇
、
羅
一
九
八
六
］。

（
18
）
一
三
七
三
年
（
恭
愍
王
二
二
）
頃
、
判
繕
工
寺
事
か
ら
都
評
議
使

司
に
「
状
呈
」（『
吏
文
』
巻
二
、
請
通
朝
貢
道
路
咨
）、
翌
年
頃
、
司

平
巡
衛
府
・
大
司
憲
か
ら
都
評
議
使
司
に
「
呈
」（
同
書
、
金
甲
雨
盗

売
馬
罪
名
咨
）、
ま
た
一
三
七
五
年
（
禑
王
元
）
頃
、
典
客
令
か
ら
都

評
議
使
司
に
「
呈
」（
同
書
、
済
州
行
兵
都
評
議
使
司
申
）
が
発
給
さ

れ
て
い
る
。

（
19
）
一
三
七
四
年
（
禑
王
即
位
）
頃
、
済
州
行
兵
都
統
使
賛
成
事
か
ら

都
評
議
使
司
に
「
牒
」
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（『
吏
文
』
巻
二
、
済
州

行
兵
都
評
議
使
司
申
）。

（
20
）
一
三
七
三
年
（
恭
愍
王
二
二
）
頃
、
賛
成
事
・
密
直
副
使
か
ら
都

評
議
使
司
に
「
関
」（『
吏
文
』
巻
二
、
請
通
朝
貢
道
路
咨
）、
翌
年
頃
、

密
直
使
か
ら
都
評
議
使
司
に
「
関
」（
同
書
、
金
義
叛
逆
都
評
議
使
司

申
）
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）
一
三
七
四
年
（
恭
愍
王
二
三
）
頃
、都
評
議
使
司
か
ら
司
平
巡
衛
府
・

大
司
憲
に
「
箚
付
」
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（『
吏
文
』
巻
二
、
金
甲
雨

盗
売
馬
罪
名
咨
）。

（
22
）
転
載
元
の
テ
キ
ス
ト
に
は
い
く
つ
か
誤
脱
が
み
ら
れ
る
た
め
、
こ

こ
で
は
校
訂
済
み
の
テ
キ
ス
ト
の
み
を
掲
示
し
た
。

（
23
）「
張
永
帰
任
命
箚
付
」
は
典
籍
に
載
録
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
表

題
に
「
蒙
古
字
箚
付
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
書
は
、
元
来
、

「
パ
ク
パ
字
で
漢
字
を
音
写
し
た
も
の
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
［
宮

二
〇
〇
四
：
二
三
七
］。

（
2（
）
金
炯
秀
は
、「
貼
」
の
使
用
例
の
う
ち
、
最
後
に
確
認
さ
れ
る
事

例
が
一
三
八
二
年
（
禑
王
八
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か
ら
遠
く

な
い
時
期
に
「
貼
」
の
使
用
は
や
め
ら
れ
、
同
様
の
機
能
を
も
つ

文
書
は
「
関
」
や
「
帖
」
へ
と
変
化
し
た
と
推
測
す
る
［
金
炯
秀

二
〇
〇
八
：
一
五
九
］。
た
だ
、
金
炯
秀
は
『
吏
文
』
所
収
の
文
書
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
見
解
に
は
再
検
討
の
余
地
が

あ
る
。

（
2（
）
一
三
三
四
年
（
忠
粛
王
復
位
三
）
発
給
の
「
李
達
漢
宣
」
は
、
元

の
皇
帝
が
高
麗
人
の
李
達
漢
に
武
徳
将
軍
（
正
五
品
）・
高
麗
国
万
戸

府
万
戸
と
い
う
武
官
職
を
あ
た
え
た
、
パ
ク
パ
字
の
任
命
文
書
で
あ

る
［
金
芳
漢
一
九
九
九
、
照
那
斯
図
一
九
九
五
、
沈
二
〇
一
三
］。
原

文
書
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
族
譜
に
転
載
さ
れ
た
写
し
の
み
が
伝
わ
っ

て
い
る
。

（
26
）
本
文
書
は
、
元
の
帝
師
が
、
一
二
七
〇
年
（
元
宗
一
一
）
以
降
の

あ
る
時
期
、
寺
院
保
護
の
た
め
に
発
令
し
た
チ
ベ
ッ
ト
文
字
特
許
状

で
あ
る
。
韓
国
の
松
広
寺
に
伝
来
し
て
お
り
、
高
麗
の
寺
院
（
あ
る

い
は
そ
の
関
係
者
）
に
あ
て
て
発
給
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定

さ
れ
て
い
る
［
森
平
二
〇
一
三
ｂ
：
三
〇
八
］。

附
記
：
本
稿
は
、
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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東
京
大
学
附
属
図
書
館
ア
ジ
ア
研
究
図
書
館

上
廣
倫
理
財
団
寄
付
研
究
部
門
特
任
研
究
員
）


